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序

長畝山北古墳群は民間宅地造成工事業に伴い発掘調査された遺跡であります。事業計画予定

地内には9基の古墳があり、開発側 と保存の協議を重ねてまいりましたが、最終的に発掘調査を

余儀なくされたものであります。当初、調査対象は古墳9基 と考えて調査 していたところ、古墳

の下層に弥生時代の集落が存在することが判明いたしました。 しかし、時間的、予算的制約は

このことを許 してくれません。とりあえず古墳の調査を早期に終了させ、弥生時代の調査にと

りかかりました。決 して十分 とは言えませんが、当初の目的は達成することができたと確信い

たしております。今回の調査では横穴式石室導入前の古墳の実態,弥生時代後期の流本文土器

の出土など多く成果を上げることができました。これも関係者各位の御指導、御助言、御協力

の賜 ものと深 く感謝申し上げる次第であります。
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本書は民間宅地造成業に伴う長畝山北古墳群の発掘調査報告書である。

発掘調査にかかる経費はすべて原因者の負担によるものである。

発掘調査は津山市教育委員会行田裕美、保田義治、木村祐子が担当した。

本書の執筆は I～ Ⅲ-1、 Ⅳ-1を 行田、Ⅲ-2、 Ⅳ-2を 木村が担当した。

本書に使用したレベル高は海抜高である。また、方位は磁北である。

本書第 1図 に使用 した「長畝山北古墳群 と周辺主要遺跡分布図」は建設省国土地理院発行

5万分の 1(津山市東部)を 複製したものである。

出土遺物、図面等は津山市教育委員会津山弥生の里文化財センターに保管 している。

平成 4年 3月 31日  津 山 市 教 育 委 員 会

教育長 森 定 貞 雄
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I 遺跡の立地 と周辺の遺跡

遺跡の立地

長畝山北古墳群は岡山県津山市国分寺1,1521番地に所在する。この場所は標高178.6mを

測る観音山から南に派生 した丘陵の先端部にあたる。先端部付近は南から南東方向へ向きを変

えるが、今回調査 した 1号 ～ 9号の古墳は頂度この部分に位置する。平野部の水田面との比高

差は約20mを 測る。遺跡のすぐ南には県道西吉田・大崎線が東西に走っている。北側は東方向

から小支谷が入 り込んでいる。この谷の北斜面には革木の中に小道が見え隠れしている。これ

は遺跡から西方約700mの ところに位置する美作目分寺跡へ と通 じる古代の街道である。遺跡

はこれら古代 と現代の両街道に挟まれた音状台地に形成されている。

さらに、この地は最近まで牧場 として使用されており、古墳の間に牛合、サイロ等の施設も

点在 していた。古墳及びその周辺は乳牛が放牧されていたためかつては車地であった。ただ、

牧場が閉鎖されてから、調査の開始まで若子の時間が経過していたこともあり、調査前は全面

肯の丈 もある雑革とクマザサに覆われた状況であり、古墳の所在さえも定かでなかった。

2 周辺の追跡

長畝山北古墳群の位置する津山市国分寺の周辺、すなわち、河辺、日上、瓜生原、金井地区

には横穴式石室導入前の比較的古い古墳が多 く認められる。その代表的なものを第 1図 に掲載

した。本古墳群の埋葬形態には木棺直葬 と竪穴式石室が用いられているが、木棺直葬が大半を

占める。その代表的なものは現存約60基からなる日上畝山古墳群である。他に、六ッ塚古墳群

長畝山古墳群、大畑古墳なども同様の埋葬方法が用いられている。横穴式石室導入前の埋葬形

態には他に竪穴式石室、箱式石棺、礫榔等がある。竪穴式石室をもつものは茶山 1号墳がある。

箱式石棺をもつものには飯綱神社 3号墳、兼田丸山古墳、茶山 2号墳、隠里古墳群、崩レ塚古

墳群等があるゎ礫榔墳としては日上和田古墳、六ッ塚 5号墳等があげられる。

日上天王山古墳は美作地方最古の前方後円墳と考えられている古墳である。これはよく指摘

されていることであるが、吉井
'II筋

の津山盆地の玄関日にあたるという地理的条件がもたらし

た結果 と考えるのが妥当であろう。この後、この地に花開いた古墳文化は横穴式石室導入の時

期まで色々な埋葬方法を用いながらも脈々と古墳形成を育んできた。そして横穴式石室の採用

と共に古墳は姿を消 していくというアウ トラインは想定できよう。ただ、この地域に横穴式石

室墳が全 く皆無であるというわけではない。決 して群を形成するようなことはなく、小規模な

形で点在するという事実関係だけはオ旨摘 しておかなければならない。
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第 1図 長畝山北古墳群 と周辺主要遺跡分布図 (S=1:30,000)
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H調 査 の 経 過

調査に至る経過

平成 2年 7月 26日 付で大阪府貝塚市石才9629岸 本定噴氏より文化財保護法第57条の 2第 1

項にもとずく埋蔵文化財発掘届が津山市教育委員会に提出された。発掘届の内容は宅地造成で

ある。長畝山古墳群現存■基の内 9基が工事の対象 となるため、津山市教育委員会 としても

現状保存の協力をお願いした。 しかしながら、保存すると造成ができないという結論に達 し、

記録保存措置やむなしという前提で、平成 2年 8月 1日 岡山県教育委員会に進達 した。その後

8月 6日 付教文埋第2939号 で岡山県教育委員会から発掘調査を実施するよう通知があった。こ

の文書を原因者の岸本定噴氏に伝達すると共に、平成 2年 9月 1日 付津教文第79号で文化財保

護法第98条の 2第 1項の規定により、埋蔵文化財発掘調査通知書を岡山県教育委員会を経由し

て文化庁長官宛提出した。

調査の経過

発掘調査は10月 22日 から開始 した。調査対象地は前述のように肯の丈程の雑車とクマザサに

覆われていたため、事前に草刈 り作業を余儀なくされた。これは大変な労力であった。■月か

ら1号、 2号、 3号墳の表土崇1ぎ に入ったが、クマザサの根がはびこっていてスコップも入ら

ない状況でかなりの時間を費 した。このため、平成 3年 3月 末 日という時間的制約 もあり、

4号墳から根っこだけバ ノヽクホ~を使用して除去するという方法を採用 した。

1号墳から順次表土剖 ぎを実施 し、墳丘を清掃 した。この際、 4号噴、 5号墳、 6号墳、

8号墳、 9号墳からは頂部から斜面部にかけて須恵器甕形土器の破片が多量に散乱 していた。

このことから、墳頂に甕形土器が置かれていたことが理解された。

主体部の掘 り下げは、全ての表土粂1ぎが終了した平成 3年 1月 14日 から開始 した。 1号墳か

ら順に主体部を検出していった。 2号墳は西側半分が削平をうけており主体部は遺存 していな

かった。3月 10日 、8号墳の主体部調査時に大雨が降り、土層の観察用の壁面が崩壊 した。この

ため一部の土層断面が実測不可能となった。個々の古墳の詳糸田については調査の記録にゆずる

ことにする。

5号墳の表土崇1ぎの段階で弥生住居があることが判明した。さらに、 6号墳、 8号墳、の下

層にも住居址が存在することがわかり、古墳の調査を早 く済ませ弥生時代の調査に入らざるを

えなくなった。従って、古墳の調査終 了後、再びバ ノヽクホ~を借 り上げ墳丘の除去を行い下層

の調査を実施 した。 3月 28日 に 5号墳の石室の一部の実測を除き調査を終了した。
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この間、 2月 17日 には「美作の自然 と文化財を守る会」の見学会を実施 した。あいにくの大

雪で参加者が少なかったが、熱心な見学者には頭の下がる思いであった。 3月 3日 には現地説

明会を開催 した。約50人の参加であった。

3 調査体制

発掘調査は津山市教育委員会が主体 となり実施 した。調査体制は下記のとおりである。

津山市教育委員会   教 育 長  萩原賢二 (～ H3, 6・ 25)

〃   森定貞雄 (H3, 7。 12～ )

教育次長  藤田公男 (～ H3, 3・ 31)

〃    村上 光 (H3, 4・ 1～ )

文化課長  須江尚志 (～ H3, 3・ 31)

〃   日下泰洋 (H3, 4・ 1～ )

〃   森元弘之 (H3, 6。 1～ )

文化係長  粗山三千穂 (～ H3, 5。 31)

文化財センター所長 (嘱託) 須江尚志 (H3, 6。 1～ )

〃   次長     中山俊紀 (H3, 6・ 1～ )

主  事 (調査担当)    行田裕美

〃  ( 〃 )    保田義治 (～ H3, 3。 31)

〃    (   〃   ) 木村祐子

整理作業 野上恭子、岩本えり子、家元博子、内田まち子、赤坂博子、中谷幸子、田中裕子

尚、発掘作業は社団法人津山市シルバー人材センターにお願いした。快 よく作業を引き受け

て下さった下言Eの 方々に心から感謝の意を表 したい。

山本英夫 井汲 茂 岡本鶴雄 岡本 登 重満岩男 中オ寸国章 永谷民次郎 梶岡辰男

高山リカ

他にも、発掘調査から報告書作成にいたるまで、わざわざ現地に足を運んでいただき、多く

の方々から指導助言、協力をいただいた。記 して厚 く御ネし申し上げる次第である。

近藤義郎 水内昌康 河本 清 小谷善守 立石盛詞 仁木正視 福田正継 安ナII豊史

松岡浩太郎 吉田 昌 伊藤 晃 亀田修一 下沢公明 井上和人 土居 徹 田中清美

安井 悟 氏平昭則 湊 哲夫 中山俊紀 韓式土器研究会の皆さん
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調 査 の
己一〓

Ｈ

古墳の調査

長畝山北古墳群は現存11基の古墳群からなる。この内、 9基の古墳を調査 したことになる。

残 りの 2基の古墳は 1号墳の北側の尾根上に位置する。いずれ も径約10mの円墳である。この

2基の古墳の北側に 1基あったという話であるが、現存はすでにホクラクの敷地 となってお り

定かはでない。いずれにしても、11～ 12基の古墳群であることにはまちがいない。

調査 した 9基の古墳の内、 1・ 2号墳は道路あるいは駐車場により墳丘の半分近 くが失われ

ていた。残 りの 3～ 9号の古墳は墳丘こそは完存 していたが、ぃずれ も盗堀の痕跡が認められ

た。中で も5号 と8号はかな り大 きな凹みとなっていた。 しか しなが ら、想定 していたよりも

各主体部の遺存状態は良かった。

以下、各古墳ごとに概要を述べ ることにする。

1号墳 (第 4～ 7図 )

1号墳は墳丘の北側

が道 E・3で、西側が駐車

場で大 きく削平を受け

てお り全体の 4分の 1

が遺存するだけである。

主体部は西壁を除き

遺存 している。 しか し

墳丘全体の位置関係か

らすると中Jと かヽ らかな

り南へよった感がある。

これは土層断面 (第 5

図の上層 8)が示すよ

うに後生削平をうけた

結果である。推定復元

すると径約 8mの円墳

になる。盛土は旧表土

から現存墳頂部まで50

cmを 測 る。調査前から

第 4図  1号墳地形測量図 (S=1:10o)
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石室の石が露

出してお り、

主体部は竪穴

式石室である

ことが判明 し

て

送茎 |ま幅約
|

60clnで西側の

壁は不明であ

る。石室の構

築の仕方は非

常に雑で、不

規則に積んで

いる。 ほ,F3

段 ぐらいが遺

存 している。

本来はもう少 |

し高い位置ま

韓

0

第 6図  1号墳石室平面 。断面図 (S三 1:40)

であったと考えられる。この種の石室の天丼の問題であるが、平らな 1枚石で上 を覆ういわゆ

る天丼石の存在は確認されなかった。これは恐らく持ち去られたのではなく、最初から天丼石

を使用 していなかったものと推定される。そして、それに代わるものとして板材が想定さ絶る。

遺物としては、墳丘表土除去作業中に須恵器甕形土器片、主体部床面から鉄器 6点が出上 した

だけである。第 7図 1.2は甕形土器の破片である。接合はしないが同一イ団体である。 3～ 7

は鉄鏃である。 6.7は無頸のものと考えられる。 6の 中央部には鏃を固定 した本質が銹着 し

ている。さらに、裏面には布目の痕跡 もみられる。 8は小型の刀子である。これらの鉄器はい

ずれも―ヶ所にまとまって出土 した。

2号墳 (第 8～ 10図 )

2号墳は 1号墳の南20mの ところに位置する。 1号墳同様西側は駐車場により削平を受けて

おり、東側半分が遺存するだけである。復元すると径 8mの円墳である。北から南へ下がる斜

面に位置するため、北側は周溝の堀削による削 り出しでほとんど盛土がない。一方、南側の墳

丘はほとんど盛土による。墳丘のまわりには、現地表面から約90cmを 測る周溝が位置する。第

9図の 1層 は造成上である。厚いところでは35cmを 測る。調査前は造成上であることが不明だ

ったので周溝の存在は想定できなかったが、この上を除去するとゆるやかな凹みが確認できた。
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第 7図  1号墳出土遺物 (1.2=1:4, 3～ 8三 1:2)

周溝の埋土は底面にそって規則的に堆積 していた。最下層には粘質の黒褐色上が約20c14の 厚さ

で堆積 していた。周溝は南にいくにしたがって自然傾斜に解消される。丁度、この付近に焼土

面が検出された。この焼土面を中心に前述の黒褐色土に包合される状態で多量の須恵器の破片

が出上 した。第10図 の 8がそれである。

主体部は今回の調査では検出されなかったが、駐車場の法面を清掃 した際、銀環 1点が出土

した。さらに、1977年津山市教育委員会安川豊史氏が、1983年湊哲夫氏がそれぞれ法面から

須恵器杯を採集していることから、丁度この法面に主体部が位置 していたことが考えられる。

そして、石材が全 く出上してないことから、木棺直葬の可能性が想定される。

今回調査の遺物 としては他に表土除去中に土師器、須恵器片が若千量出した。1・ 2は前述の

1983年、 3は 1977年 の採集品である。いずれも完形品である。4・ 5が今回出土したものである。
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第 8図  2号墳地形測量図 1 : 100)
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第 9図  2号墳墳丘断面図 (S=1:50)

6。 7は墳丘頂部から出土 した。 8は前述のように周溝底面から出土 した。 9は法面清掃時に

出土した銀環である。径約 2.5mmを測る細いものである。 1号墳同様に頂部に 6の上師器甕形

土器、 7の須恵器甕形土器が置かれていたことが理解される。

3号墳 (第 11～ 14図 )

2号墳の東に位置する。 2号墳の中心から3号墳の中心まで約13mを 測る。径約10m、 中央

部での盛土の厚さlmを測る円墳である。盗堀を受けたと考えられる凹みがわずかに認められ

―- 10 -―



=~」 ■●
―

~1 
ヽ _

第10図  2号墳出土遺物 (1～ 7=1:3, 8=1:4, 9=1:1)
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第11図  3号墳地形測量図 (S=1:100)

た。墳丘の山側には中心で現地表面から約30cmの深さの周溝が半円状にめぐる。谷根1は 自然傾

斜により解消されている。周溝底面から墳頂までの高さは 1.4mを測る。墳丘は基本的に旧表

上の黒褐色ブロックと地山の互層により築造されている。そして約半分強のレベルに達した時

点で墓羨を堀 り込み、その上を地山の暗黄褐色土で覆っている。墓羨は床面で長辺約2.4m、 短

辺約60cmの 長方形を呈 し、深さは約45印 を測る。この墓羨の中に幅約45cmの本棺を入れていた

- 12 -
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第12図  3号墳墳丘断面図 (S=1:75) 第13図 3号墳主体部平面。断面図(S=1:20)

ことが土層観察から考えられる。木棺の長さについては明確にしえなかったが推定2.2mを 測

る。主体部の長軸は北西～南東方向であり、剣の出土により頭位は南東方向と考えられる。

遺物は表土除去時に若千量 と主体部か応鉄器が出上 しただけである。第14図 がそれである。

1～ 4は墳頂から出土 した須恵器杯である。 5～ 16は主体部床面から出土 した。 7～ 13の鉄鏃

01/ 留

憔
ピ
レ

ー
‐
‐
‐
‐
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第14図  3号墳出土遺物 (1～ 4・ 14=1:3, 5～ 13・ 15・ 16=1:2)

は中央部北寄りにまとまって出土 した。 8～ 13の鏃の先端は10が両刃になっているのに対 し、

他は全て片刃である。15は J爵具のクツワである。剣と反対側の位置に置かれていた。剣は全長

42cmと 本古墳の中では小型のものである。剣は尖端部を北西方向にむけていたが、丁度この部

分に重なるように下から刀子が出土 した。 5.6の鉄器も鏃の近 くにまとまって出土 した。 5

は0交具である。 6は釣針状を呈しているが、それにしてはやや大きすぎる感がある。ここでは

断定はさけておきたい。 4号墳以下の古墳で明らかになるが、主体部に土器が副葬されていな

いことに注目しておく必要があろう。
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Ξl ξ
4号墳 (第 15～22図 )

3号墳の東側に位置

する。 3号墳の中心か

ら4号墳の中心まで約

18mを 測る。 2号墳、

3号墳、 4号墳の 3つ

の古墳はほぼ直線上に

等間隔で並んでいる。

4号墳 も盗堀 と考えら

れる浅い凹みが墳項に

認められた。東西径 11

m、 南北径 12.3mを 測

る円墳である。盛土は

中心部で 1.5mの厚 さ

を測 る。墳丘の西側 に

は幅約 2mの浅い周溝

が位置する。この周溝

イよ東側 |こ い くにしたが

って幅が広 くな り自然

傾斜に解消される。こ

れは周溝 とするより、

墳丘を築造する際の採

土痕 と考えた法が妥当

か も知れなヽヽ。さらに、

墳丘の南東部に接 して

土羨が検出された。土羨

の底面での計測値は長

さ2.7m、 幅35～ 60cm、

深 さ60clnで ある。埋土

は黒褐色± 1層であっ

た。遺物は何 も出土 し

なかったが、墳丘外埋葬

の上羨 と考えられる。

:!,,■ II“ |

|::|:::|::::|!:::::|:!!|:::::

第16図  4号墳墳丘断面図 (S=1175)
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西側周溝底面から墳頂までの高さは2.2mを測る。

墳丘の径の大きさの割に高い古墳である。

墳丘の築造は基本的に旧地山ブロックと地山層

の互層からなる。墓羨は墳丘築造後、掘 り込まれ

ている。墓羨は長方形で底面の計測値は幅約90cm、

長さ約24mでぁる。この墓棺の中に幅50cm、 長さ

約 2mの木構を入れたものと考えられる。墓羨の

中央両サイ ドから石が対になって検出された。こ

れは本構の側板を固定するための石 と考えられ

る。鉄釘が出土してないことからもこの事が裏付

けられるものと考えられる。主軸の方向は 3号墳

と全 く同様で北西～南東方向である。棺の南東方

向の部分から、金環 1対、ガラス玉が多量に出土

した。このことから頭位方向も3号墳同様である。

足元側には須恵器がまとまって置かれていた。こ

の須恵器の配置を観察すると、棺側が直角になっ

ていることが理解される。これは須恵器が棺外に

置かれたことを物語るものである。他に棺内の遺

物として刀子 1点がある。棺内か外かは不明であ

るが、須恵器の隣りに銀環 1点が出上した。この

銀環の意味するところについては、 もう1体埋葬

されていたのか否か全く不明と言わざるをえない。

他に遺物として、表土除去時にハニヮ片がポリ

袋にして 2袋分出土 して。個体数にすると3個体

である。さらに、東側墳丘斜面において須恵器甕

形土器他が、項部においては甦等が数イ団体出土 し

た。いずれも埋葬後のまつりの所産と考えられる。

次に、個々の遺物についてふれることにする。

原則 として図示できるものは最大限行った。第  第17図 4号墳主体部平面 。断面図(S=1120)

18図 は20。 23を 除き全て主体部から出土 したものである。 9の杯蓋は埋土中より出上 した破片

である。墳頂 のものが落ち込んだ可能性 も考えられないではない。他はすべて完形品である。第

19図 は30を 除き、主体部から出上 したものである。30は前述の表土除去時に墳丘斜面から出土

したものである。第20図では31・ 32が主体部埋上、35が主体部の一括須恵器の中、33'34は 墳項、

―- 17 -
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第18図  4号墳出土遺物 (1)(S=1:3)
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第19図  4号墳出土遺物 (2)(S=1:3)
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第20図  4号墳出土遺物 (3)(31～36=1:3,37=1:4)
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36・ 37は墳丘

東斜面からそ

れぞれ出土 し

た。31の高杯

の杯部 と脚部

は接合 しない

が同一イ団体で

ある。37の大

甕はほぼ完形

に復元できた。

以上、みて

きたように棺

外の須恵器の

組成は杯身・

蓋、甕、高杯、

短頸重という

ことになる。
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０
一
一

ワである。図示できるものはこれ

くらいである。前述のとお り表土

除去時に墳丘斜面から墳端にかけ

て出土 した。平面的には南半部に

限定される。個体数は 3個である。

38が 11団体、39～ 44が 1イ団体、 そ

して41～ 43の個体である。前二者

は明茶褐色を呈す土師質の もので

表面が トロ トロである。残 りの も

のは須恵質で朝顔型の ものであ

る。前二者の外面は横方向のハケ

目が施されているのに対 し、後者

は縦方向のハケロを施 した後、帯

状 に横方向のハケ ロが切 ってい

る。タガはいずれも偏平である。

第22図 には玉、金環、銀環、刀

子をあげた。玉はいずれもガラス

製で大きく2種類に分類できる。

45～ 74の ようにやや大きめで九味

を帯び、色調が青、緑、紺を基調

としたものと、75～ 84の ように比

較的小さく茶色を呈すものの 2種

である。完形品で前者は216イ回、後

者は1,679個 を数えた。これに多

数の破片があることから、総計す

ると約20001回 になるものと考えら

れる。金環、銀環、は径約 2 mmの

線を径約 3帥強、1.5 cm弱 にそれ

ぞれまるめ仕上げている。玉類は

発見時から、土を取 り上げ水洗に

よって検出したが、その際玉にま

じって鉄滓の小片があることが判

明した。 l cm内 外のものが15点検
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第24図  5号墳墳丘断面図 (S=1:75)
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第25図  5号墳第 1主体石室平面・断面図 (S=1:40)
出された。この内 2点 を分析に出している (註 1)。 残 り13点の総量は8.25gを 測る。

5号墳 (第23～ 31図 )

4号墳の東側に位置する。 4号墳の中心から5号墳の中心まで18mを 測る。墳頂部には盗堀

時の大きな凹みが認められた。墳端の西側及び南側の一部は削平を受けていた。表土を除去す

ると、径約 14.5m、 現在高 2.2mの 円墳になる。表土除去時に頂部から東側斜面部にかけて、

多量の須恵器が散乱 していた。復元すると2個体の甕になった。いずれも墳頂に置かれていた

ものである。周溝は認められなかった。主体部は2ヶ 所検出された。中心主体は竪穴式石室を

―- 24 -―



もつもので第 1主体を呼称する。第 2主

体は第 1主体の北側に位置する木棺直葬

の追葬主体である。

第 1主体は墳丘の中心に石室の主軸を

東西方向に向けて位置する。石室の構築

は盛上をした後、墓羨を掘 り込んで行な

われている。墓羨の床面は旧地表までは

達せず、約10～ 15むmの盛土を間に介在さ

せている。盛土の仕方は他の古墳同様、

基本的に旧表土と地山との互層により行

われている。竪穴式石室は床面で長さ

3.2m、 幅80cm、 高さは80cmを 浪Jる 。石

室の西側半分は盗堀で破壊されており、

石室最下段の石が遺存するだけである。

石室に用いられている石は最大でも50cm

で比較的小さめのものを使用している。

片岩系の角礫が大部分を占めるが、中に

は丸味を帯びた河原石 も混 じっている。

基本的に小日積みであり、石 と石の間は

責褐色の粘土質で補てんしている。東側

半分は盗堀を受けていない。このことは

最上段の石が責褐色粘質上で覆われてい

ることからも理解できる。 しかし、石室

をふさぐ天丼石がないことが注目された。

それに類する石材の破片も皆無であるこ

とから、天丼石に代わる板材が想定され

よう。次に、遺物の出土状態をみてみよ

う。まず土器類であるが、第26図 5。 6

の須恵器は壁面にもたれていること、 4

の須恵器、10の 土師器はいずれも床面か

ら浮いていることなどから、木棺 と考え

られる棺の外、あるいは棺の上という位

置が想定される。それに、剣、鏃等の鉄

O                α5M

第26号 5号墳第1主体遺物出土状況平面・断面図(S=1ク 0)

-25-
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第27図  5号墳第 1主体出土遺物(1)(S=1:3)

製品も方向がまちまちであること、分布のまとまりを欠 くことなどから棺内というより、棺上

の可能性が考えられる。第 1主体の個々の遺物の概要は次のとおりである。

第27図 には上器類をあげた。番号は第26図の遺物出土状況の番号と符号する。2・ 3,7～ 9

は石室埋土中からの出上である。7と 9は接合はしないが同一イ団体である。10は土師器である。

他は全て須恵器である。第28図 は鉄製品 。玉である。組成としては武具 としての剣、鏃、刀子、

胡繰1農具としての鎌、工具 としてのノミ、飢、馬具と考えられる敏具、装身具としての玉、

金環に分類される。剣は全長91clnを 測る。鏃は11～ 24ま で14本は図示 したが、他に基部の破片

数点がある。いずれも片刃のものである。34～ 41は胡纂と考えられる。35が比較的その形状が

よくわかるものである。等間隔に鋲が配され、内面側には本質が残っている。外面には黒漆、

緑青がみられる。さらに部分的に布 目痕肋 も観察される。類例 としては中宮 1号墳 (誼 2)、 四

ッ塚13号墳 (註 3)出土品があげられる。34,37～ 41は節 り金具 と考えられる。25は鎌である。

着柄部先端をL字状に折 り曲げ、柄を取 り付けたもので、本質の銹着が顕者にみられる。27は刃

―-26-―
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部が銹ぶ くれをおこしているが、鈍 と考えられる。基部

には鹿角が残存 している。28は ノミと考えられる。中央

部は断面正方形で、基部は円形を呈す。基部の内面は空

洞になっており、中に断面方形の突起がつ く。30・ 31は

同一型式のものである。馬具の敏具の一種 と考えられる。

32は ガラス玉である。 4号墳の茶色の玉と同一のもので

ある。盗堀羨の埋土中より出上 した。33は金環である。

剣の下から1点だけ出土 した。径 2 mmと 細いものである。

第 2主体は第 1主体の北側に隣接 して位置する。第 2

主体の床面は第 1主体石室の最上部の石 と同一レベルで

ある。木棺直葬型式のものである。東側の墓羨の立ち上

が りは明確にしえなかったが、復元すると長さ約 2m、

幅約65cmの 墓羨になる。墓羨の主軸方向はほぼ東西方向

である。西側に一括 して須恵器が置かれていた。第30図

がそれである。組成は杯身・蓋・甕・疎である。杯は全

体的に焼成が悪 く、 トロトロになっている。いままでみ

てきた杯 と比べて端部を丸 くおさめる傾向など、やや新

しい感 じをうける。他の遺物は出土 しなかった。 ♀     甲

表土除去時に多量の須恵器片が出土 したことを報告 し 第29図 5号墳第2主体平面・断面図(S i20)

たが、第31図 に図示 したものがそれである。大甕 2個体に復元できた。いずれも墳頂に置かれ

ていたものであろう。55は器高に対 して、胴部が強 く張るのに対 し、56は長細い器形 となって

いる。

他に第 1主体部の床面中央部から鉄津 3点が出上 した。いずれもl cm程の小さいものである。

この内 1点 を分析に出した。残 り2点の重量は1.25gを測る。

6号墳 (第 32～36図 )

5号墳の東側に位置する。 5号墳の中心から6号墳の中心までは20mを 測る。墳丘の西側に

接 して、牛を放牧 していた時の建物が位置するが、墳丘を破壊するまでにはいたっていない。

墳丘頂部には盗堀時の浅い凹みが認められた。表上を除去する段階で東斜面から周溝にかけて

須恵器の散乱が認められた。このことから6号墳 も他の古墳同様墳頂部に須恵器が置かれてい

たことが考えられる。表土を除去すると径約1lm、 周溝最低面からの高さ2.5mを 測る円墳にな

る。墳丘の周囲には西側を除き周溝が認めら紀た。東側は溝としてはつながらず、斜面下位に

解放 している。溝の幅は狭 く、床面で25～ 70cm、 深 さ30～ 50cmを それぞれ測る。南側だけ特

徴的で二段堀 りになっている。旧表土面から墳頂部までの高さ、すなわち盛上の厚さは最高 1

―-28 -―



第30図  5号墳第 2主体出土遺物 (S=1:3)
mである。盛土はいままで記述 してきた古墳同様、旧表土と地山の互層により行われている。

墳丘の中央部には木棺直葬の主体部が位置する。主体部の主軸方向は 3号墳、 4号墳同様北西

～南東方向を指す。主体部床面は4号墳同様盛土内に位置する。旧表面からは約30cln上位にあ

る。

主体部は一部盗堀を受けていたが、遺存状態はかなり良い、盗堀羨 より須恵器が若千量出土

した。盗堀前は今回の出土遺物に加えて数イ団体の須恵器が存在 していたものと考えられよう。

- 29 -―



第31図  5号墳出土遺物 (S=1:4)
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杉 今/今

第32図  6号墳地形測量図 (S=1:100)
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主体部は二段に堀 り込また

ている。最初に幅1,3m、 長

さ約 3mの方形の上羨を堀

り、その中心部に幅80cln、

長さ約2.5m、 深さ約10cmの

上羨を設定している。その

結果、周囲にテラス状の平

坦面が形成されている。本

構はこの中心部に相当する

ものと考えられる。平坦面

の西側コーナーには須恵器

が まとまっておかれてい

た。出土状態は第34図 に図

示 したように甕の口をふさ

ぐように杯身、蓋を重ねて

いた。さらに、甕の隣りに

は l om内 外の鉄滓43点が出

土 した。この内 2点 を分析

依頼 した。残 り41点の重量

イま42.25gと 非常に車壁i¬0

ある。他に本構が位置した

と考えられる土羨からはノ

ミ、鎌、斧が出土 している。

ノミは床面から約10cml子い

た状態で、鎌、斧は壁面に

もたせかけた状態で出土 し

た。

さて、本古墳の頭位方向

であるが、玉、金環等の出

上がないため確実なことは 第33図  6号墳墳丘断面図 (S=1:75)

断定できない。後でもふれることになると思うが、本古墳群の木棺直葬例の場合、 3号墳、 4

号墳、6号墳、 7号墳、 8号墳、 9号墳いずれも主軸方向が同じであること、 4号墳、 7号墳、

8号墳、 9号墳のように足元側に須恵器が置かれているという共通性がある。このことから考
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えて、他の古墳例同様南東方向と考

えておきたい。

次に、個々の出土遺物についてふ

れることにする。第35・ 36図がそれで

ある。 1～ 17はいずれ も須恵器であ

る。 3・ 5。 6・ 9,12・ 13は盗堀

羨から破片で出土 した。他に図示 し

得なっかたものが数点ある。これら

は前述 したように主体部に伴 うもの

である。15の 甕は墳丘東斜面から周

溝 にかけて散乱 していた ものであ

り、ほぼ完形に復元できた。残 りは

すべて一括遺物である。 2の杯蓋は

他の ものと比べて器高が高い。 4の

杯蓋 と■の杯身はセ ッ ト関係 にあ

る。 7の杯身は立ち上が り部端部が

丸 くおさまることなどややこの中で

は新 しい感 じを受ける。 7と 10の杯

身が重なった状態で17の甕の日をふ

さいでいた。16の 重の口を覆ってい

たのが 2の杯身である。

18は鉄鎌である。端部を直角に折

り曲げ着柄 している。柄の本質が銹

着 して遺存 している。この痕跡から

推定すると柄の径は 3 cm強 というこ

とになる。さらに、本質の方向から

刃部 と柄の角度 をわ り出す と約 100

度になる。刃部は湾山せず直線的で

ある。全長 11.8cm、 最大幅2 3cmを

測る。19は鉄斧である。全長8.6cm、

L

第34図  6号墳主体部平面・断面図 (S=1:20)

最大幅 4.8cm、 最大厚 2.8cmを 測る。袋部の断面形は長方形である。この鉄斧はいずれの面

も折 り曲げ痕がないことから、鋳造品と考えられるが、銹の状況から判断すると鍛造品と考

た方が妥当であるという見方もある (註 4)。 20は鉄製ノミである。全長 17.5cmを 測る。中

―- 33 -
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央部での断面形は正方形を呈

す。着柄部は頭部から5.6clnを

測 り、本質が銹着 している。

刃部は鋭角に仕上げられてい

る。

7号墳 (第37～43図 )

5号墳の南側に位置する。

5号墳の中心から 7号墳の中

心までは約30mを 測る。調査

前 7号墳の存在は明らかでは

なかった。 というのも山側の

周溝の凹みが客土により埋め

られていたからである。さら

に、墳丘 もかなり削平を受け

ていたため、古墳 としての高

まりが不明瞭であったことに

起因する。表土を除去 し、周

溝を掘 り上げると、径9.5mの

円墳になる。北側周溝底面よ

り墳頂 までの高 さは1.2mを

測る。山側には周溝が認めら

れた。北東部が他の部に比べ

てやや狭 くなっている。底面

での幅は70cm～ 1.5m、 深 さは

最 も深い所で65cmを測 る。 第36図  6号墳出土遺物 (2)(17=1:3,18～ 20=1:2)

谷側は自然傾斜に解消され、溝は存在 しない。周溝南東側床面から須恵器大甕が置かれた状態

で出上 した。底部は周溝床面をやや堀 りくぼめて設置されていた (第38図 )。 底部より上位はつ

漆れた状態で破片が散乱 していた。中心部での盛上の厚さは約70cmを測る。盛上の方法は基本

的には従前の古墳と同様、旧表土と地山の互層であるが、他の古墳に比べて地山の単位が明瞭

でなかった。

主体部の主軸の方向は 3号墳、 4号墳、 6号墳と全 く同様北西～南東方向である。主体部の

位置は墳丘の中心よりやや南西方向にずれている。主体部の構築は盛土をしていく過程で行わ

れている。すなわち、周囲をドーナツ状にやや高 くし、中心部に墓羨を築いている。本古墳

- 35 -
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群の木棺直葬形式のものはこの方法

が多いようである。従って、断面形

状でみると二段堀 りを呈 している。

墓羨の床面は旧表土までは達せず、

盛上の中でおさまっている。床面と

旧表土上面との盛土層の厚さは約10

cmで ある。

主体部は木棺直葬である。まず、

幅 lm強、長さ約 3mの土羨を掘 り、

その中に木棺を納める幅約70cm、 長

さ約 2.6mの 土羨を築いている。北

西小日側には土器類、鉄器類が置か

れていた。土器は全てで111団体あり、

その内土師器が 2個体、残 り9個は

須恵器である。須恵器の組成は杯蓋

4、 同身 2、 小型の甕 1、 中型の甕

1、 疎 1である。土師器は直日壷と

椀が各 1点である。鉄器は鉄鏃、鉄

斧、鎌各 1点ずつである。鉄鏃は杯

の中から出土した。これらの遺物の

反対根1の南東部からは鉄刀と刀子各

1点が出土した。鉄刀は切先を北西

X
＼

引
∪
暉
無

∞
出

引
観
甲
悩
聾

』
出

引
岬
暉
枢
ｇ

Φ
椒

引
ｕ
暉
悩

い
【

引
劇
暉
思
普

ヾ
淑

引
Ｊ
暉
枢
К
ｇ

∞
烈

引
Ｊ
早
畔

ヽ
出
　
　
　
　
　
　
引
ｕ
暉
枢
器

．
∞

引
劇
暉
枢
К

声
【　
　
　
　
　
　
　
引
ｄ
暉
К
囃

．』

引
榊

ｏ
渭　
　
　
　
　
　
引
ｕ
暉
К
К
卜

．
Φ

（へ
、
巨
卜
引
熙
堅
）
引
劇
暉
雌

ざ
　
　
　
　
　
　
　
羽
Ｊ
暉
無
尽

．
い

一一一一一一一一一一―

＝

い式

¶

引
岬
暉
祇
普

．
常

引
Ｊ
暉
К
無
曽

．
∞

引
Ｊ
暉
К
蕃

．
［

引
劇
暉
憔
普
　
８

0                 50CM

1075M
札

＝

１１

＝

＝

＝

＝

Ｌ
ａ

第39図

- 37 -

第38図 7号墳周溝須恵器出土状態(S=1:20) 7号墳墳丘断面図 (S=1:75)



方向に向けている。土器類は甕等が据え

置かれたままの状態であることから原位

置を保っているものと考えられる。従っ

て、棺外の小日側に置かれたものであろ

う。鉄刀と刀子は棺内と考えられる。今

まで見てきた木棺直葬形式のものには、

いずれも鉄釘が伴っていない。本古墳も

そうであるが、構は釘を使用しない組合

せ式のものと推定される。頭位方向は出

土遺物の状況から考えて南東方向と考え

らヤとる。

次に個々の遺物について見てみよう。

第41～ 43図に図示 したものが全てである。

1～ 4は杯蓋である。日縁部はほぼ垂直

に近 く立ち上がる。これは杯身について

も同様である。特に、天丼部のヘラ削 り

が縁辺部にまで及んでいること力寸旨摘で

きる。 7は土師器直日重である。胴上半

内面には輪積みの粘土帯が顕者に観察さ

れる。遺存状態が悪 くボロボロである。

8は土師器の椀である。 9は小型の、m

は中型の甕である。いず紀も外面に平行

叩きが施されている。10は甦である。胴

部最大径付近に刺突文、カキロがめぐる。

12は鉄製直刀である。全長72cm、 最大幅

3.4omを 淑1る 。柄部には本質の銹着が認め

られる。13は鉄製の鎌である。端部を直

角に折 り曲げただけのもので会長16.3cm

を測る。着柄部には木質が観察される。

この本質の方向と刃部との角度は90度 を ?                  .                 lM

108M

」

超す鈍角なものである。かなり使用した  第40図 7号墳主体部平面・断面図(S=1:20)
もので刃部が内湾している。14は刀子である。全長■ 4cmを 測る。嶺には輪と考えられる本質

と布目の痕跡がわずかに認められる。15は鉄鏃である。両端を欠く。現存長は12.5cmである。
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第41図  7号墳出土遺物(1)(S=1:3)
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7号墳出土遺物 |)(12=1:4,13～ 16=

まり大 きなものには使用できず、

る。

第43図の大型甕は周溝床面から出土 したものである。胴下半

部がそのまま遺存 してお り、それ より上位は周辺に散乱 してい

たものである。これらの破片が全て接合 したわけでないので不

安 もあるが、推定復元が正 しければ器高93cm、 最大径75.5cmの

非常に大 きなものになる。肩部はややなで肩で、胴部は胴長の

器形である。外面は細い平行叩き仕上げ、内面は底部 を除き同心円の叩き仕上げで

ある。底部内面だけはナデ仕上げである。

8号墳 (第44～ 52図 )

7号墳の東側、 6号墳の南側に位置する。 6号墳の中心から8号墳の中心まで28

m、 7号墳の中心からは29mを 測る。本古墳群中最 も大 きいものである。調査前は

盗堀を物語る大 きな凹みが認められた。表土除去時には墳頂から東側斜面にかけて

須恵器甕の破片が散乱 していた。表土を除去すると径17mの 円墳になった。西側墳

端はやや張 り出すが、造 り出 し状のものではない。この張 り出 しを合めた東西径は

19.5mを測る。盛土の厚 さは最高 2mを測る。北側周溝底面から現存墳頂 までの高

さは2.4mを 測 る。山側 には周溝状の溝が認め られ るが、幅は狭 い所、広 い所があ

り、また、深 さもまちまちであることから、意識的な周溝 というより、盛上のため

の採土痕 と理解 した方がよさそうである。谷側は自然傾斜 により解消され、溝は

認められない。墳丘の縁辺部は地山の削 り出 しによる。この部分の検出作業中、下層

に弥生時代の住居が存在することが明らかになった。

盛土は従前の古墳同様、旧表土と地山の互層よりなる。第45図 の墳丘断面図に空自部分があ

るが、これは調査の経過でもふれたように大雪で崩壊 した場所である。土層香号 1が盗堀羨の

埋上であり、頂部からの深さは約 lmに も達す。

主体部は2ヶ 所検出された。上位に位置するものを第 2主体、下位に位置するものを第 1主

16は鉄斧である。鉄斧 と

いっても手斧である。全

長6.5cm、 刃部幅4.5cmで

ある。両横を折 り曲げ袋

部を形成 している。中央

部には幅約 l cmの 着柄用

の本質が遺存 している。

1:2)こ のことから考えて、あ

仕上げ段階の製品と推定され

一-40 -一



第43図  7号墳出土遺物 13)(S=1:6)

体と呼称する。第 2主体は竪穴式石室、第 1主体は木棺直葬のものである。石室の下に別の主

体が存在するという予測を全 く持ち合わせないまま、土層観察用の トレンチを地山まで設定し

たところ、石室の床面から80cm下位で第 1主体の床面を検出した。墳項からのレベル差は1.2

mを 測る。

第 1主体は主軸を北西～南東方向にむけ、墳丘のほぼ中央部に位置する。墓羨の北側壁だけ

が二段に掘 り込まれている。木棺の位置する部分の計測値は床面で幅65cm、 長さ約2.7mでぁる。

墓羨の設定の仕方は 7号墳と全 く同じである。すなわち、墳丘の縁辺部に土を盛 り、中′b部に

墓羨を形成するや り方である。そして、第45図の土層断面 2が示すように 1層 で覆い、墳丘を

―- 41 -―
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第44図  8号墳地形測量図 (S=1:150)

―- 42 -―



整えている。南西の小 日

側に須恵器がまとまって

置かれていた。この出土

状態は今まで記述 してき

た古墳と全 く同様である。

須恵器の組成は有蓋高

杯 5、 壷 1、 中型の甕 2、

である。それに、土製紡

錘車 1点がある。須恵器

の反対側には刀子 1点が

検出された。須恵器は棺

外 と考えられる。また、

頭位方向は今 までの例か

ら考えて南東方向と考え

られる。

第47図、48図が第 1主

体の全ての遺物である。

1～ 5は 有蓋 高杯 で あ

る。これらは 1～ 3の 1

群 と4・ 5の 1群に 2分

される。前者は杯部から

脚部にかけてカキロを持

つの 1こ対 し、 4 ・ 51こ イま

施されていない。各グル

ープは大 きさの点におい

て全 く同 じ数値 をもつ。

そして、両者の差は器高、

最大径において前者が 1

cm大 きい。 6は土製紡錘

車である。径 4.3cm、 厚

さ1,8om、 穴の径 0 8cmを

測る。 7は刀子である。

先端部を欠 く。 8は壷で
|

(S=第45図  8号墳墳丘断面図
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ある。日縁部から頸部にかけて

突帯が 2条、波状文が 2状それ

ぞれめぐる。胴最大径付近には

L位から下にかけてイ尤線文、 束J

突文、カキロが施 されている。

9。 10は 中型の甕である。器形、

文様共類似 している。相異点 と

言えば頸部の突帯が 9が 1条で

あるのに対 し、10が 2条になっ

ている。外面は平行叩き、内面

はナデ仕上げである。10の 外面

は叩きの上 を櫛状工具で等間隔

に直線文を施すのに対 し、 9は

叩 きのままである。

第 2主体は墳丘の中心部 より

やや北側に位置する。盗堀によ

り主体部の大半が破壊 されてい

た。主体部は竪穴式石室であり、

その石室の北西コーナーがわず

かに遺存 していただけである

(第 49図 )。 石室は基底部から 2

段の石積が残 るだけで高さは不

明である。平面的に見ると石室

を形成する内側の石列の外にさ

らに石が配されてお り二重の構

造になっている。この例は茶山

1号墳 (註 5)の石室の構造 と全

く同 じである。床面には小TR4が

敷かれていた。石室の規模は不

明である。主車由の方向は第 1主

L

＼＼//

＼

1/

刀子//

L

第46図  8号墳第 1主体平面 。断面図 (S=1:20)
体と同じく北西～南東方向である。石室残存部からの遺物の出土はない。盗堀羨の埋土からは

かなり量の須恵器片等が出土 した。盗堀羨は第 1主体にまで達 していないことから、これらの

遺物は第 2主体の石室に伴うものと判断 した。第50,51図 に図示 したものがそれである。11～

＼

ヽ

／

―- 44 -―
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第47図  8号墳第 1主体出土遺物(1)(1～ 5・ 8=1:3, 6:7=1:2)

16は杯蓋である。11～ 13・ 16の ように天丼部が丸 くなるものと、14・ 15の ように平らなものの

両者が認められる。16だ けが他に比べて日径がやや大きい。天丼部外面のヘラ削 りは12を 除き

全体的に周辺にまで及ばず中位でとまっている。12は回転ヘラ削 りのあとを消 している。18～ 27

は高杯の議である。他にも数点の破片があることからその数はもっと多かったものと考えられ

る。20だけが天丼部外面にカキロをもつが、他はいず絶も認められない。22・ 24は他に比べて

立ち上がり部が短かい。天丼部のツマミは21の ように高 くて中央部が大きく凹むものと、25の

ように偏平なものがある。日径 も21・ 22は大きいが、他は比較的小さいなどバラエティーに富

んでいる。28～ 31・ 34は有蓋高杯である。28・ 31は脚部を欠 く。29の 日縁部は部厚 く、端部が

丸 くおさまるなど他のものと比べ異質な感 じをうける。31の杯部は他のものと比べて深い器形

となっている。29・ 30の脚端面は大きく異なっている。すなわち、29は外側にゆるやかに張 り

出すのに対 し、30はナデによる凹みがめぐっている。さらに、脚の張 り具合 も291ま 強 く張 り出

しているのに対 し、30は あまり張 り出さないなど相異点が↓旨摘される。34は28～ 31の タイプと

は異なり、大型のものである。日縁部はやや内傾 しながら立ち上がり、端部は丸 くおさめてい

る。受部下位には波状文をめぐらし、さらに杯部下位から脚部にかけてはカキロを施 している。

脚部には長方形の透 し孔が 4ヶ 所に穿たれている。32・ 33は高杯である。33は脚部を欠 く。32

の杯部は日縁部から底部にかけ屈曲するのに対 し、33は ゆるやかなカーブを描いている。杯郁

―- 45 -



外面に波状文、カキ

目を施すのは同 じ手

法である。36は細形

金環である。線の径

1.5mm、 環の径1.8cm

を測る。 1点だけ単

独で出上 した。35は

中型の甕である。日

縁部端面には 2条の

凹線がめ ぐる。頸部

には 2本の突帯が施

され、その間を波状

文でうめいている。

胴部外面は縦方向の

平行 叩 きを施 した

後、横方向の直線文

が切っている。内面

はナデ仕上 げで あ

る。37は U字形の鉄

製鋤 先の破 片で あ

る。柄を着柄するた

めの凹みが認められ

る。38は鉄塊である。

長さ5.5cm、 幅3.8om、

厚さ1.7cmを 測る。分

析に出 している (註

6)。 他に鏃 と考えら

れるような破片若干

量がある。

次に、表土除去時

において、墳頂から 第48図  8号墳第 1主体出土遺物121(S=1:3)

東側斜面にかけて多量の須恵器の散乱を認めた。第52図 に図示したものがそれである。破片の数

はあるが接合 して復元できるまでにはいたらなかった。40。 41は 同一個体である。他に図示

(O rラ f

―-46 -―
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第49図  8号墳第 2主体平面 。断面図 (S=1:20)

し得なかったが、頸部に波状文をもつ個体がもう1点 あることから、 8号墳の墳頂には大型の

甕が少なくとも3個以上置かれていたことが理解される。

以上、 8号墳の概要をみてきたが、第 1主体、第 2主体ともに須恵器の組成の中に有蓋高杯

が加わるということがす旨摘できよう。それも数量的に組成の中で高い率を占めている。本古墳

群中、有蓋高杯を多量に伴うものは 8号墳だけである。このことは注目しておいてもよい事実

である。それともう1点、第 1主体と第 2主体の二つの主体部が検出されたわけであるが、 5

号墳のように遺物としての時期差が明確に把握 しきれないということである。層位的には第 1

主体の床面と第 2主体の床面との間には80cmの レベル差があり、彗然上の第 1主体の方が新 し

いはずである。 しかしながら時期差 として把えをれないということは、第 1主体埋葬後の比較

的早い時期に第 2主体が追葬されたものと考えられる。結果的には追葬であるが、木棺直葬 と

竪穴式石室を比較 した場合、後者の方が技術的にも労働的にもまさるものと考えられる。この

ことから解釈の問題 として新たな構築と理解 した方がよいかも知れない。
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第50図  8号墳第 2主体出土遺物(1)(S=1:3)

9号墳 (第53～62図 )

本古墳群が立地する丘陵の先端部に位置する。 8号墳からは南東方向にあたり、 8号墳の中

心から9号墳の中心までは37mを 測る。1号墳～ 8号墳まではほぼ似通った標高に位置するが、

9号墳だけはレベル的に低い位置に形成されている。ちなみに、 8号墳の墳端と9号墳の墳頂

とのレベル差は lmを測る。本古墳も調査前の歪な等高線が示すように盗堀を受けていた。し

かし、凹みを残すような状況ではなかった。表土を除去する際、やはり甕を中心とした須恵器

の散乱が認められた。甕は図示 したように 2個体である。他に、杯、疎 等が認められたが、果

チ
■
１

マ
~~

頑
ヨヽ D29
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第51図 8号墳第2主体出土遺物 12)(32～ 35=1:3,36=1:1,37・ 38=1:2)

して、墳項に置かたたものかあるいは第 5主体に伴うものか否かは不明である。

表上を除去すると14～ 14.5mの円墳となる。山側には墳端に沿って弧状に溝がめぐる。その

溝の底面から墳頂までは1.3m、 谷側からは2.7mを 測る。盛上の厚さは中心部で1.4mを測る。

盛土は従前の古墳同様旧表土と地山の互層よりなるЬ主体部は第 1～第 5ま での 5主体が認め

られた。第 1主体が中心主体で、盛土との関係は周囲に上を盛 り上げ、 ドーナツ状に上手をつ

くり、中央部に墓羨を設定し、その上に一気に上を盛っている。第 3～第 5主体は追葬で、第

1主体埋葬後墳丘が形成されてから掘 り込まれている。さらに、 9号墳には本古墳群中唯―の

排水溝が検出された。排水溝は第 1主体の下層に主軸に沿って東西方向に配されていた。西

- 49 -―



側は トレンチ

と重な り、遺

存 しないが、

真西方向に延

びていたもの

と推定される。

排水溝の平均

幅は約40cm、

第 1主体床面

からの深 さは

約%帥を測る。

第 2主体は

第 1主体の南

西側に平行 し

て位置する。

主体部の長さ

幅等の計測値

は、第 1主体

と重複するた

め明確把握で

きなかった。

以下、各主 第52図  8号墳出土遺物 (S三 1:4)

体ごとに説明することにする。

第 1主体 (第55～57図 )

第 1主体は主軸を北西～南東方向にむけている。これは従前の木棺直葬形式のものと全 く共

通する点である。床面での幅は60～ 70cm、 長さは3.8mを 測る。墓羨の構築方法は先程述べたよ

うに、周囲に上を盛 り中央部に凹みをつくる。そして、その中に墓羨を築 くというや り方であ

り、断面で見ると二段掘 りを呈する。床面から段までの高さは約60cmを 測る。遺物は北西小日

側に須恵器類がまとまって置かれていた。須恵器の組成は杯蓋 4、 杯身 5、 壷 1、 小型の甕 1、

中型の甕 1である。他に、大型の鉄鏃 1、 鉄製ノミ1点である。反対側には鉄鏃 3、 刀子 1、

鉄津若干量が出土 した。中央部からは鉄刀が出上 した。これらの遺物の組成、出土状態は木棺

直葬形式に今まで見られたものと全 く同様であり、頭位方向は南東方向とすることができよう。

そして、須恵器は棺外の遺物とする事についても異論はあるまい。

―- 50 -一



∠



０
つ
ヽ
普
ヨ
¶
）
引
ｕ
暉
枢
憔
熙
陶
□

（引
熙
聖
）
羽
靱
蝋
岡
‐十
日

〓
０
●
０
一 ナ

ナ
刀

次に、個々の遺

物についてふれる

ことにする。 1～

4は杯蓋である。

12の天丼部は扁

平なのに対 し、3・

4はやや丸味をお

びている。日縁部

はほぼ垂直に立つ。

天丼部外面のヘラ

削 り1ま 項部から半

分強の位置まで及

ぶ。 6～ 9は杯身

である。 6の底部

が丸味をおびるの

に対 し、他は扁平

である。受け部は

いずれ も外方に強

く張 り出す。日縁

都はやや内傾 しな

がら立ち上がる。

底部外面のヘラ削

りは平均すると中

位まで及んでいる。

10は直日壷である。

日縁から頸菩5にか

けて 2条の凹線が

めぐり、その間を波

状文で加飾 してい

る。 月同最大径にも

2条の凹線文を施

した後、間を刺突

丈でうめている。
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第54図  9号墳墳丘断面 (S=1:75)
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11は 小型の、12は 中型の甕である。

11は 日縁 と頸部の間に突帯をめ ぐら

せ、その上位 と下位にそれぞれ波状

文を施 している。胴部外面は両者同

じで平行の叩きを施 した後、横走す

る直線文が切っている。内面は同心

円叩きのままであるが、12は同心円

の単位が非常に大 きいのが特徴であ

る。13は直刀である。切先を須恵器

側にむけて出土 した。全長95cm、 最

大幅3.8cmを 測る。把頭は本質、庇角

で くるんだ後、糸を巻いて仕上げて

いる。把部から刃部へいたる区部は

二段に作 られている。14～ 16は鉄鏃

である。先端は両刃の ものである。

基部には柄 を装着 した際の樹皮巻 き

が残っている。17は鉄製のノミであ

る。断面方形の鉄素材の先端部を鋭

角に仕上げ刃部 としている。基部に  
ヒ

は本質が銹着 している。18は刀子で

ある。19は大型の鉄鏃である。残存

長15.2cm、 最大幅5.9帥を測る。推定

復元すると全長は16.2cmに なる。広

島県弘住 3号墳地 (註 7)に類例が     ‖

みられるが、その数は多くない。弘     刀子

住 3号墳報告では実用品ではな く

「儀器としての性格が強いもの」と

一
石

鉄 刀

〆

―

―

―

心

塩in
十1/デl桂ミ1  /
よ蕉崇環＼ノ %鏃

第 1主体

、 と _止 _止 ___

＼
▲鉄滓

第55図  9号墳第 1。 2主体平面 。断面図 (S=1:20)
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第56図  9号墳第 1主体出土遺物(1)(S=1:3)
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第59図 9号墳第4主体平面・断面図(S=1:20)第 60図 9号墳第5主体平面・断面図(S=1:20)

して、鉄鏃形鉄製品という呼称を与えているが、本報告書では鉄

鏃 として一括した。他に鉄滓 8点 が出土 した。いずれ も l cmに ,両 た

ない小 さなものである。第 2主体からも1点 出上 してお り、 9号

墳からは全体で 9点出上 したことになる。この内、第 1主体の 1

点を分析に出 した。残 りの 8点の重量は3.25gを測る。

第 2主体 (第 55・ 57図 )

第 2主体は第 1主体の南西側に平行 して位置する。北東側は第

1主体部の埋土 となるため明確 に把握できなかった。床面で幅約

刀子     20cmが 確認できただけである。また、長さも明確にしえなかった。

第58図 鰐墳第3主体平面・腑図(S三 112ω  ほぼ中央部で須恵器、土師器がまとまって出土 したが、今 まで記

述 してきた古墳同様、足元方向の構外に置かれたものか、あるいは子持甦の転落 した出土状態

等にみられるように構上に置かれたものかは断定できなかった。 しかし、主車由の方向、刀子の

位置等から推測するとすれば前者の可能性が強いように考えられる。これらの遺物の組成は須

恵器杯蓋 3、 杯身 1、 子持蕗 1、 高杯 1、 土師器小型甕 1、 高杯 1で ある。反対側 には刀子 1、

鉄鏃 1が出上 した。それに、鉄津 1点 がある。第 1主体 と第 2主体の床面のレベル差 は20cm強

である。

次に、個々の遺物についてみることにする。

21～ 23は須恵器杯蓋である。23だけが群から離れて単独で出土した。半分欠けている。23は 21・

22に比べて器高、日径とも大きい。24は杯身である。ゃや小ぶりで受け部は水平に強く張り出

す。25は土師器の小型の甕である。底部は平底を呈す。29は高杯であるが、器形を見る限りは

/＼
＼

｀ヽ
、、、、、、

＼
＼

＼ /
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第 4主体

域レ3

第 3主体

く=藝            母D宅

第61図 9号墳第3～ 5主体他出土遺物 (30・ 31,34～41=1:3,32・ 33・ 42=1:2)

須恵器に酷似する。 しかし、焼成の面からみると全 く土師質である。ここでは土師器に分類 し

ておく。脚部の長方形の透 し孔は3ヶ 所に穿たれている。 28は須恵器高杯である。 杯部は屈

曲することなく丸 くおさめている。透 し孔は3ヶ 所である。外面には波状文、カキロが施され

ている。20は子持應である。器高 8 cm、 最大径7.4cmを 測る甦に日径2.4cm、 器高2.6cmの 小型の

甕 5個が肩部につくものである。甦の頸部には波状文、胴部にはカキロが施されている。底部

にだけ格子目の叩きが残るが他はナデ消されている。26は 刀子、27は鉄鏃である。

第 3主体 (第 58・ 61図 )

第 1・ 第 2主体の南側に第 4・ 第 5主体 と重複 して位置する。平面では観察できず、墳丘

を断ち割った トレンチの断面観察で確認 した。従って第 3～ 5の 3主体いずれも掘 り方は土層

観察の土手の部分 しか把握できなかった。第 3主体残存部平面形はややいびつな形を呈 してい

るが、長方形の墓羨に木構を直接埋葬 したものと考えられる。残存部での床面幅は50cm強であ

る。出土遺物としては土製紡錘車、須恵器杯身、土師器片がある。他に須恵器壷があるが、こ

0)/

‐~ヽ 一

′

レ

//

第 5主体
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れは、墓羨の推定ライン上にあり、伴わない可能性 もある。ここでは断定をさけておきたい。

他に、刀子 1点がある。30は須恵器杯身である。器高がやや低 く、外面のヘラ削 りは底部から

3分の 2の あたりにまでおよんでいる。31は前述のとおり本主体に伴うものか否か不明である

がここで取 り扱うことにする。頸部からゆるやかに外反する壷である。頸部から口縁部にいた

る中間に突帯をめぐらせ、その上位 と下位に波状文を施 している。ほぼ球形の胴部最大径付近

にはカキロ、その上位には刺突文を施 している。32は刀子である。基部には着柄時の木質が残

存 している。33は土製紡錘車である。径4.2cm、 厚さ2.4clnを 測る。中央部に 7 mmの円孔が穿た

れている。他に土師器片が出土したが図示できるものではない。

第 4主体 (第 59。 61図 )

第 3主体の上位に重複 して位置する。第 3主体の床面と第 4主体の床面 とのレベル差は13cln

と非常に接近 している。床面残存部の幅は55cmを 測る。木棺直葬 と考えられる。須恵器杯身が

伏せ られた状態で 1点だけ出上した。第61図 34がそれである

第 5主体 (第 60・ 61図 )

第 4主体の上位に重複 して位置する。第 4主体の床面と第 5主体の床面とのレベル差は36cm

を測る。残存部での床面幅は65cmで ある。原位置を保って墓羨内から出上 したものは第61図 35'

36・ 39の 3点であるが、第53図の墳丘断面図で明かなように表土を除去すると、すぐ第 5主体

の遺物が出てくるという状況であった。この時、数点の須恵器杯の破片、土師器片が出土 した。

これらの破片は原位置を保って出土 したものと接合することから、本主体に属することが判明

した。第61図 37・ 38・ 40がそれである。他にも、第62図 に図示 したものは表土として取 り上げ

たものであるが、45～49の遺物は本出体に伴う可能性が十分考えられる。

第 5主体の個々の遺物についてふれてみよう。35。 38は杯蓋である。いずれも日縁部は垂直

に立ち上が り、天丼部は扁平に仕上げられている。36。 37・ 39は杯身である。36は他に比べて

器高が高い。外面のヘラ削 りは36・ 39が中位までであるのに対 し、37は 3分の 1程度にとどま

っている。40は小型の上師器甕である。球形の胴部外面は横方向のハケロ、内面は上位がヘラ

削 り、下位は指頭圧痕、ハケロとなっている。

この他に、墳丘から出上 し、いずれの主体部にも属さない遺物が 2点 ある。第61図41の須恵

器杯蓋、42の鉄鏃である。杯蓋は第 1主体の墓羨掘 り方上端から北東方向へ約 lmの地点から

単独で出上した。周辺を精査 したが他の遺物遺構は全 く検出されなかった。恐らく二段掘 りの

テラス部分に置かれたものと考えられる。そう考えると、前述の第 4主体の甕 (第61図31)も

杯の反対側に置かれたものと考えられないこともない。一方、鉄鏃は第 1主体の中心部から約

4m南東方向の排水溝埋土から出土 した。推測するとすれば第 2主体のものが二次的に移動 し

たことが考えられよう。

最後に表土として取 り上げた遺物についてふれることにしよう。

―- 59 -―



第62図 に図示 したものがそれである。43は直日の大型の甕である。他に破片はかなりあるが

接合 しない。外面は平行叩きの上を横走する直線文が切っている。内面は同心円の叩き仕上げ

である。44も 大型の甕である日縁部を欠 く。内外面ともナデである。両者は墳頂から東斜面に

かけて散乱 していたもので、墳頂に置かれていたものと考えられよう。45。 46は杯蓋である。

いずれも日径が小さく、日縁部と天丼部を画す張 り出し部が丸 くおさめられ、外方に張 り出さ

ない特徴をもつ。47は前者に比べると一まわり大きい杯身である。48は 中型の甕、49は必であ

る。45～ 49の これらの遺物は先程 もふれたが第 5主体に伴う可能性が十分考えられる。

須恵器ヘラ記号 (第 63図 )

1(第 18図 -15) 3(第 41図 -5) 4(第 41図 -6)

6(第 62図 -47) 8(第 57図 -24) 9(第 56図 -6) 10(第 56図 -5)

第63図 須恵器ヘラ記号 (S=1:2)

本古墳群から出土 した須恵器の内、計10点 にヘラ記号が認められた。 1～ 10の記号の下の表

示がそれぞれの実測図に対応する。器種構成でみると5が重であるだけで、他は全て杯身であ

る。 1・ 2は 4号墳、 3・ 4は 7号墳、 5～ 10は 9号墳である。記号をみてみると、直線を 2

本交差 させ るもの (7・ 8・ 10)、 3本交差 させるもの (1・ 2・ 9)、 4本のもの (3)と 不

規則なもの (5)がある。それ と4・ 5の よう丸味をおびるもの もある。この記号を須恵器生

産工人の所産 と規定するならば、これらの須恵器は 4号墳、 7号墳、 9号墳の伴出関係の組み

合わせにより、同一二人集団の手によるものと考えてさしつかえないと考えられる。

弥生時代の調査

古墳調査時に下層に弥生時代の遺構が存在することが判明 していた。 しか し、予算的時間的

制約 もあり、遺構が確認されている部分の拡張 という調査方法 を取 らざるを得なかった。この

結果、住居址 6、 建物址 1、 土羨 3を検出することができた。

以下、個々の遺構について概要を述べることにする。

＼

／

５ で第６． 図．
2(第 18図 -18)

7(第 61図 -36)
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6号墳

第64図 弥生時代遺構配置図 (S=1:200'



住居址 1(第65図 )

5号墳の北東に隣接 して位置する径 8mの前後の大形住居である。平面形は八角形を呈 し、各

コーナーに 8個の柱穴が配される。床面中央には深 さ60cmの小規模な中央穴が位置 し、これに 2

本の床溝が取 り付 く。中央穴埋土は 3層 に分層され、灰のブロックを多 く合んでいる。この中

央穴 と南側壁体溝付近の 2ヶ 所で焼土面が確認された。また床面からは、長辺1.lm、 短辺60cmの

|::|::||:|
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2.暗黄褐色土
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第65図 住居址 1
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小型の方形土羨がP-4に接 した地点で検出されている。深さは70cln前後、断面は逆台形を呈

する。住居内で貯蔵穴的な役割を果たしたものと思われる。床面周囲にめぐる壁体溝は、東半

部で数本が重複するが、柱穴のあり方から推測 して住居の拡張というよりもむ しろ壁体の修復

とみなすのが妥章であろう。最外方の溝の断面が垂直ではなく、「く」の字形に外方に張り出す

点が特筆される。遺物は床面よりやや浮いた状態で多くの上器片が出上 した。

鰯 郎

/25

第66図

鬱
住居址 1出土土器 (S=1:4)
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住居址 1出土土器 (第86図 )

重形土器、甕形土器の口縁部はいずれも上下に拡張させ、外面には数条の凹線文を有する。

鉢形土器には、上下に把厚させた日縁部外面に凹線文を施すタイプ (7・ 8)と 、端部をナデ

によりまるく仕上げるタイプ (9～ 11)の二者が認められる。蓋形土器 (15・ 16)は 外面に細

かいタテハケを施すものと、内外面とも指ナデで仕上げるものがあり、16の 内面には縁に沿っ

てススが付着 していた。17は 高杯形土器。やや深めの受け部からゆるやかに屈曲して日縁端部

にいたる杯部と、細みの脚部を有する。内外面とも磨滅が激 しいため調整等は不明。19～ 21は

器台形土器の日縁部で、拡張 した端面にはいずれも鋸歯文を規則的に施す。内面には横位のハ

ケメを施すものがある (19。 21)。  241ま器台形土器の日縁端面が崇1離 したもので、ヘラ描 き格

子目文の左上端には靱がらの圧痕が認められた。25の底部には穿子しが、26の小形土器の外面に

は赤色顔料の塗布がそれぞれなされている。以上、住居址 1出上の土器は、高杯形土器・器台

形土器の特徴から、弥生時代後期前半のうちでも新 しい様相を呈する一群であることが↓旨摘で

きよう。

住居址 2(第 67図 )

6号墳の北西隅に接 して位置する。

径約5.8mの 円形竪穴住居である。床

面周囲には深 さ 8 cm程度の壁体溝が巡

るが、南西 。南東隅は攪乱を受けてお

り遺存 しない。床面中央には中央穴 ら

しき小穴が位置 し、これより住居外方

に向けて床溝がはしる。この床溝は、

東側に位置する住居l■ 3に よって切 ら

れていることから、住居址 2と 3の 先

後関係が明らかになる。床面全体に補

強を意図 した厚さ 4～ 5 cmの貼 り床が

施 されていることが確認された。この

貼 り床を除去 した後、床面を精査 した  第67図 住居址 2平面 。断面図 (S=1:80)

が、本住居に伴 う柱穴の痕跡は検出できなかった。遺物に関 しても埋土中

哲 穂 絲

銹 念 囃 偶 帆 申 韓 類

ィ
道

上

台付鉢形土器の脚部片 と思われる。内外面では磨減 しているため調整等
第偲図

詳細は不明である。                         住居址2出土上器(S=1:→
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L=108m

l。 黄茶褐色土

2.暗灰褐色土

3.暗赤茶褐色土

4.淡黒褐色」(床溝4上 )

:3ξ再そ§:}豊全穴
8.明橙褐色土 (貝占り床 )

(地山ブロック合む)

住居址 3(第 69図 )

6号墳の北側周溝に接 し

た地点に位置する。先述の

住居址 2か ら出る床溝をき

って営まれた径約 5。 Omの

隅丸方形の竪穴住居であ

る。中央穴を取 り囲んで 4個

の柱穴が配 され る。 P-1

～P-4が これに相当し、心

々距離はそれぞれ2.16m、

2.24nk 2.Om、 2.32mを 淑J

る。床面からの深さは平均

して52cmと かなりしっかり

したものである。中央穴の

深さは64clxlを 測 り、埋」日よ

灰色がかった3層 の粘質土

に分層された。この中央穴

から3方 向に向って床溝が

はしるが、住居内外で自然

に解消される。床面周囲に

は壁体溝が巡 り、一部で 2

重の状況を呈するが、柱穴

のあり方から考えて建て替

えというよりもむ しろ住居

の拡張程度とみなすのが当

然であろう。3本の床溝 もこ

の拡張に対応するものと思

われる。遺物は埋土中より

若子の上器片が出土 した。

1幸陣 評
12.暗赤褐色土

(焼土ブロック含む)

f

d

第69図 住居址 3平面 。断面図 (S=1:80)

住居址 3出土土器 (第70図 )

1は壷形土器。上下に拡張した日縁部をヨヨナデで仕上げている。頸部屈曲部外面にはつま

み出しによる凸帯が巡 り、胴部外面には乱方向のハケメが施される。 4は鉢形土器である。器
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第70図 住居址 3出土土器 (S=1:4)

高 6 cm、 日径11.2cmを 測る。外面は全体に細かいハケメや赤色顔料の塗布が施された入念なつ

くりである。 8・ 9は高杯形土器の杯部片である。 9は受け部からゆるやかに屈曲 して斜め上

方にひらくシャープなつ くりで、住居址 1出上の資料 と同様後期前半のうちでも比較的新 しい

様相を呈するものである。内面一帯は赤色顔料の塗布が認められた。

住居址 4(第 71図 )

8号墳の北隅に重複 して位置する。長辺約4.6m、 短辺約4.5mの不正隅丸方形 を呈する。

8号墳の盛土を完全に除去 した状態で住居址上面が検出された。これより床面までの深 さは平

均60cm程度で、埋土はほぼ水平に 4層埋積 している。 4本の柱穴で構成されてお り、それぞれ

の心々距離は23m前後で一定 している。床面中央には深 さ32cmの 中央穴が位置する。また、

南西方向に向けて小規模な床溝がはしるが、中央穴に取 り付 く痕跡は認められなかった。遺物

4.淡黒灰褐色土

:liillllill:|:||:i

(S=1

5.淡黄褐色土

6。 暗赤褐色土

(硫土ブロック合む)

に=lo8 m

0             2m

1.明 橙褐色土

(古墳盛土)

2.黒褐色土

(古墳築造前旧表土)

.3.淡
黄灰褐色土

:80)
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は埋土中より比較的多量の土器片、石器等が出上している。

住居址 4出土上器 (第72図 )

壷形土器、甕形土器は、日縁端部を下方にひきのばす共通の特徴を有する。外面は数条の凹

線文あるいはヨヨナデにより仕上げる。 1～ 3の外面には赤色顔料の塗布が認められた。13・

14は 高杯形土器であるが、日縁端部の形状や外面に櫛描文を施す脚裾部の特徴等、両者とも弥

生後期前半のうちでも古めの様相を呈する。15～ 17は器台形土器の日縁部で、上下に把厚させ

る端部外面は鋸歯文で加飾する。18～ 20は胴部片。タテハケ、凹線文、櫛描文、ヘラミガキ等

様々な手法を用い入念に仕上げている。いずれも円形の透 し穴が穿たれる。

第72図 住居址 4出土土器 (S=1:4)
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住居址 5(第74図 )

8号墳の北東隅に重複 して位置する。西壁の一部を先述の住居址 4と 接 して営まれた長辺4.

96m、 短辺4.72mの方形竪穴住居である。床面の中央穴は深さ48cmを 測る。埋土は 2層 に分層

され、下層には灰が多量に堆積 していた。柱穴はP-1～ P-4の 4個で構成される。心々距

離は平均 して3m前後 と中央穴を取 り囲んで規則的に配される。床面周囲には浅い壁体溝が巡

るが、住居の南東隅で一部が自然に消滅する。遺物は埋土中ならびに中央穴埋土より若子の上

器片と石器が出土 した。

住居址 5出土土器 (第
'3図

)

甕形土器 (1・ 2)の 日縁端部は下方に

ひきのばす点で共通する。外面はタテハケ

あるいはナデ仕上げで、いずれもススが付

着 していた。 3は高杯形土器で拡張を示さ

ない端部外面には 3条の明瞭な凹線文が巡

る。 5は 中央穴埋土から出土 した。厚手の

脚部で、内面にはヘラ状工具で調整 した痕

跡が顕著に残る。

D             10cm

第73図 住居址 5出土土器 (S=1:4)

「
1暗黄褐色土
2淡褐色土 :

(炭 まじり)|L=108m

9                                      21ml

第74図 住居址 5平面・断面図 (S=1:80)
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住居址 6(第 77図 )

8号墳の南側に接 した地点に、 4本柱 と7本柱の 2時期・ 4軒の住居が重複 した状況で検出

された。前者はP-1～ P-4の柱穴で構成される。最初にこの住居に伴う壁体溝は 1番内側

のもので、これより本住居を復元すると長径4.96m、 短径4.72mの 円形住居となる。さらに、

柱穴は共有 して外方へ 2度の小規模な拡張が行われている様子が壁体溝のあり方から推測でき

る。続 く7本柱の住居は 1番外側の壁体溝から復元 して長径7.36m、 短径7.2mを測る大形のも

のとなる。この住居を構成する住穴はP-5～ P― ■である。床面中央には、径約88cm、 深さ

24cm程度の浅い中央穴があり、これを4軒の住居がすべて共有する。これより3方向に床溝が

はしるが、それぞれの所属時期等は明らかでない。また中央穴の両脇に深さ16cm前後の小穴が

検出されたが (P-12、 P-13)、 用途・時期等詳細は不明である。埋土は斜面に沿って水平に

堆積する状況を呈する。遺物は埋土中より若子の上器片が検出された。

住居址 6出土土器 (第 75図 )

1は重形土器である。上下

文が施される。5～ 7は高杯形

9      Jcm  土器。 5の杯部は、浅い皿状

第75図 住居址 6出土土器 (S=1:4) の受け部からゆるく屈曲して

水平に面をもつ日縁部へいたる。内外面 とも磨滅が激 しい。 6は脚部片で外面を細かいヘラミ

ガキで入念に仕上げる。接合部は円盤充填の手法が観察された。

e面
再TTttTコ訴

f

第76図 建物址 1平面・断面図 (S=1:80)

＼
趨  日縁部にも同様の明瞭な凹線

建物址 1(第76図 )

6号墳に重複 して検出された。桁行 1

間、梁間 1間の南北棟であると心々距離

は桁行方向2.88m、 梁間方向1.84mを そ

れぞれ測る。 4個の柱穴の深 さは32cmと

ほぼレベルをそろえている。遺物はこれ

らの柱穴より若千量の土器片が出土 して

いるが、いずれ も小片で図示できるもの

はなかった。
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四
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ii ll

l.暗黄橙褐色土

2.暗茶褐色土 (攪乱)

3.暗褐色土

4.暗茶褐色土

5.淡責褐色土

6.黒褐色土

7.暗茶褐色土

8.桃褐色土

(地山ブロック合む)

9`赤黄掲色土

10.暗責茶褐色土

(炭 化物まじり)

11.黒灰褐色土

(灰 まじり)

第77図 住居址 6平面・断面図 (S=1:80)
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土渡 1(第78図 )

7号墳の周溝東側のたちあが り付近で検出された。長辺約

2.lm、 短辺約1.28m、 深 さ50cmの 方形土療である。断面は

逆台形を呈するが、西半は古墳の周澪により削平を受けてい

る。埋土は 3層 の分層され、中 。上層より多量の上器片と石

包丁の欠損品が出土 した。

土墳 1出 土土器 (第 79・ 80図 )

重形土器 (1～ 4)の 日縁部は、上下に拡張をみせるもの

(1)と 、下方にひきのばし気味に仕上げるもの (2.3)

の 2種に大別できる。 2は 口縁端部に鋸歯文、胴部下半はタ

テ方向のヘラミガキ、その上半から頸部にかけてはタテ方向

のハケメ、さらに頸都中央にはハケメを施 した後櫛描の格子

目文がそれぞれ施されている。いずれの壷形土器 もあらゆる

(炭粒を多量に合む)

3.明黄茶褐色土

第78図 土羨1平面。断面図(S=1:40)手法 を駆使 し、さらに 2・ 4の外面には赤色顔料が塗布 され

る等、装飾性の強い土器群の様相を呈する。甕形土器の日縁部形態 も壷形土器の特徴 と同様、

上下拡張張、あるいは下方ひきのば しのいずれかを示す。胴部外面は大半がハケメ調整を施 し、

6・ 19。 20に はススが付着 していた。 7～ 12は底部片で、外面の調整はヘラミガキ、ナデ、ハ

ケメとバラエティーに富む。22～ 24は高杯形土器の杯部である。浅い皿状 を呈するもの (22・

23)と 、深めの椀形 を呈するもの (24)がある。24は 内面に乱方向の細かいハケメを施す。端

部の形状は欠損 しているための不明である。25～ 28は脚部片。25は タテ方向の細かいヘラミガ

キで全体 を整えた後、櫛描文を施す。外面全体に赤色顔料が塗布されていた。26の脚端部にも

タテ方向の櫛描文が一周する。これらには22・ 23の杯部がセットとな り後半前半の中で も古い

様本目を呈する一群である。29。 32は器台形土器。29は 日縁部の破片で、下方にひきのばした端

部外面には規則正 しい鋸歯文がめ ぐる。内面には赤色顔料の塗布が認められた。32は胴部片。

外面にはタテ方向の細かいハケメ、 2条の凹線文が施 され、さらに長方形の透 し穴が、4方向に

穿たれる。30の 蓋形土器の外面には指ナデによる凹凸が顕者に残 る。内面は縁 に沿ってスス

が付着 していた。31は鉢形土器である。日径 10 8cm、 最大径36.6cm、 器高22.8cmを 計 る。平底

状の底部から斜め上方に向けてゆるやかに開き、肩部で屈曲 し日縁部に至る。肩部 よりやや下

がったところに把手が取 り付 く。胴部下半はタテ方向の、肩部はヨコ方向のヘラミガキで入念

に仕上げ、その上半から日縁部にかけては優美な流水文により器面を飾る。さらに外面全体に

は赤色顔料の塗布が認め られた。日縁端は指ナデによって仕上げてお り、若子の面を形成する。

内面は磨滅が激 しく調整等は不明である。

1.暗茶褐色上

2.暗灰褐色土
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第79図 土羨 1出土土器 (1)(S=1:4)
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0               10 cm

第80図 土羨 1出土土器 (2)(S=1:4)

土壌 2(第 31図 )

8号墳の下方に重複 して検出された。長辺1.8m、 短辺1.48mを 測る楕円形土羨である。床面

からの深さは約1.16mで、断面は逆台形を呈する。埋土中より若千量の上器が出上 した。

土墳 2出土土器 (第82図 )

出上 した重形土器、甕形土器ともに、日縁端部を上下にひきのばす共通の特徴をもつ。1～ 3

は壷形土器で、 2の頸部は退化凹線がめぐり、その下端には竹管文が施される。 3の胴部は大

きく張 り出し、最大径にはかすかな刺突文が観察された。さらに頸部屈曲部にも同様の刺突文

がめぐっている。胴部下半はハケメの上をヘラミガキで仕上げている。内面の調整は粗いヘラ

ケズリ。 4・ 5は甕形土器、 7は鉢形土器と思われる。

乙
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第81図 土羨 2平面。断面図 (S=1

土墳 3(第 83図 )

住居址 6の外方へ流れ出る床溝を切 り込んで位置

する。上面の長径82cm、 短径68cm、 床面の長径88cm、

短径78cmの小土羨で、断面はフラスコ状を呈する。

深さは80cmを 測 り、埋土中ならびに床面より若千量

の上器片と石斧が出上 した。

土鍍 3出土土器 (第84図 )

1・ 4は床面出土。 1は壷形土器で、下方に大き 第82図 土羨 2出土土器 (S=1:4)
くひきのばした日縁端部外面には数条の明瞭な凹線文がめぐる。 3は高杯形土器。接合部分に

第83図 土羨 3平面 。断面図 (S=1:40)
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第84図 土羨 3出土上器 (S=1:4)



は円盤充填の手法が観察される。外面はタテ方向のヘラミガキで仕上げる。 4は小形土器であ

る。外面は指ナデにより平滑に仕上げ、内面は乱方向の細かなヘラケズリを施す。日縁端部は

欠損 しているが、面をもたずまるく仕上げるタイプの端部が付 くものと思われる。

出上石器 (第85図 )

2・ 3・ 5は住居址 4よ り出土 した。 2は粘板岩製磨製石包丁である。現存最大長11.3cm、

最大幅 4 cmを 測る。穿孔は表裏両面からなされており、断面中央部に稜を形成する。入念な研

磨によって鋭利な刃部に仕上げている。 3は石包丁の未製品と考えられる。石材は白雲母石英

片岩を使用。 5は頁岩製の砥石である。全面を祗面として使用しており、滑らかな祗面には無

数の削痕が残る。 1は住居址 5出上の千枚岩製磨製石包丁である。 2と 同様、 2ヶ所の紐孔は

表裏両面からなされている。最大長11.3cm、 最大幅4.5cm、 最大厚 7 mmを 測 り、鋭利な刃部を

有する。 4は結晶片岩製磨製石包丁の欠損品で、土羨 1よ り出上 した。小片ながらも、端部に

は多数の研磨痕が観察される。 6は粉岩製磨製石斧。刃部を欠 くが、現存長で8.9cm、 最大幅

4.6cm、 最大厚 3 cmを 測る。この他にも図示 していないがサヌカイ ト製のスクレイパーが 1点、

土羨 1よ り出土 した。

第85図 出土石器 (S=1:2)
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(註 1) 新 日鉄の大澤正己氏に分析 を依頼 している。本報告書には間に合わないため結果を

公表することはできないが、肉眼観察の限 りではいずれの古墳の鉄滓 も鍛冶の最終

工程、それ も製品完成時に生 じる鉄津との見解を得ている。

(註 2) 近藤義郎「中宮 1号墳発掘調査報告」『佐良山古墳群の研究』1952年

(註 3)  〃  「四つ塚13号墳の発掘」『蒜山原』1954年

(註 4) 穴沢義功氏の御教示による。

(註 5) 保田義治 『茶山古墳群』津山市教育委員会1989年

(註 6)大 澤氏から「炭素量0.1%前後で焼 きなましも充分施された鉄素材」との報告を受け

ている。

(註 7) 阿部 滋、藤井孝章、吉本由紀 『弘住遺跡発掘調査報告』広島市教育委員会1983年

この中で、熊本県 きつね塚例 も報告されている。

古墳の調査

古墳の築造方法について

古墳の築造方法、特に木棺直葬の形態をとるものについて今回の調査で明らかになった点を

明らかにしておきたい。まず旧表土面であるが、炭化物が認めら紀ることから、立木伐採後焼

却 したことが理解される。この事実は古墳の調査ではほぼ普遍的に認められる現象である。次

に、この面に盛土をしていくわけであるが、これはいずれの古墳も基本的に旧表土と地山の互

層により行われている。この際、全面に均一的に盛 り上げていくのではなく、周囲が高 くなる

ように盛 り上げていく。この結果、盛土はドーナツ状を呈 し、中心部分が凹んだ状態となる。

この凹んだ部分に墓羨を設定するのである。そして、その凹みを一気に埋め墳丘を整形 してい

る。一気 という意味は 1層 という意味で地山の赤責褐色が用いられている。この埋め上が旧表

上の黒色土と互層になることはない。以上のような築造方法をもつ好例 として、津山市六ッ塚

古墳群 (註 1)等をあげることができよう。

次に、周溝についてふれることにしよう。周溝 と呼ぶか否かは別として、なんらかの凹みが

墳丘の周囲に認められたのは、 2～ 4、 6～ 9号墳である。 1号墳は北側が破壊されているの

で不明であるが、 5号墳は確実に認められない。これら周溝状の凹みが認められるものは原則

として山側に位置するもので一周するものはない。谷側はいずれも自然傾斜に解消されている。

2・ 3・ 6・ 7号墳は規模、墳丘周囲の半分以上にめぐることをみても意識的なものが感 じら

れるが 4・ 8号墳等は平面形をみても理解されるようにいびつである。このことは周溝 とする

よりも盛上の採土痕 と考えた方がよさそうである。

めとまⅣ
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墳丘及び周溝の遺物について

墳丘項部に甕等の遺物が置かれていることが今回の調査で明らかになった。墳項に遺物をも

たないものは 7号墳だけである。 7号墳は墳丘がかなり削平されており、埋葬時の状態は想像

の域を脱する。とりあえず現状では把握できなかった。各古墳の墳項遺物は次のとおりである。

盗堀、追葬等の二次的移動も考えられるが、現状認識で取 り扱う。 1号墳は大型の甕がある。

2号墳は主体部が不明であるため、墳丘遺物と主体部との上下の位置関係が把握できないが、

表土除去時に出上 したものをあげると須恵器中型の甕、杯、土師器甕がある。 3号墳は杯だけ

である。 4号墳は最 も多 く大型甕、應、高杯、脚付の中型甕がある。この他に本古墳群中唯一

のハニワが伴う。 5号墳には大型甕が置かれていた。 6号墳には中型の甕がある。 8号墳は大

型の甕が認められた。 9号墳には大型の甕、必、杯等がある。

次に、周溝の遺物をみてみると2号墳と7号墳からだけ遺物が出土 している。この 2古墳の

周溝は規模の点において、本古墳群中最 もしっかりしたものである。こうしてみてみると、い

ずれの古墳にも中型ないし大型の甕が墳項あるいは周溝に置かれたことが理解される。甕以外

の組成をみてみると、甦、高杯、杯、脚付甕等がある。いずれにしても埋葬後、一定の祭祀行

為の所産にかかわるものである。特に、 2号墳の周溝床面には大型の甕が小さく打ち砕かれた

状態で出土 している。そして、その周囲には焼土面が広がっていることから、火を伴っていた

ことも理解されるのである。

埋葬施設について

本古墳群の埋葬形態には竪穴式石室と木棺直葬の二種がある。 5号墳、 8号墳が各 2主体、

9号墳が 5主体あり、合計すると15主体になる。この内、竪穴式石室は 3で残 り12は木棺直葬

である。複数主体をもつ 5号墳、 8号墳、 9号墳についてみてみよう。 5号墳は竪穴式石室が

中心主体で木棺が追葬されている。 8号墳は逆で木棺直葬が中心主体で石室が追葬に用いられ

ている。 9号墳は中心主体、追葬主体共に木棺直葬 というように全て異っている。

竪穴式石室をもつものは 1号墳、 5号墳第 1主体、 8号墳第 2主体である。 1号墳石材は角

礫であり、 5号墳第 1主体 と共通する。 5号墳第 1主体の石材には部分的に丸味をおびた河原

石 も使用さんているが、大半は角礫である。一方、 8号墳第 2主体の石材は全て河原石で礫床

をもつ。石材の種類 と礫床の有無が 1号墳、 5零墳第 1主体 と8号墳第 2主体の大きな相異点

である。ちなみに、礫床をもち、河原石による竪穴式石室古墳の例 としては才ノ蛤 1号墳、 3

号墳 (誼 2)、 茶山 1号墳 (註 3)等がある。いずれも陶邑での田辺編年 (註 4)の T K47型 式

に比定されているものである。本古墳群の築造時期については後述するが、 8号墳第 2主体 も

T K47型式に、 5号墳第 1主体はT K23型 式に相当する。この時期決定が正 しければ、竪穴式

石室に河原石が採用されるようになるのはT K47型式以降で、それ以前は角礫によるものが多

いということができるかも知れない。
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1号墳、 8号墳は石室の高さが不明であるが、 5号墳は上端が確認できた。これは石室の目

地に使用されている責褐色粘土質上が最上段の石列を覆っていたことから判断できた。従って、

石室の天丼は天丼石で覆うのではなく、板材であることが明らかとなった。 1号墳、 8号墳も

天丼石を想定させるような石材はなく、 5号墳同様板材の可能性が考えられる。

本棺直葬例で注目すべきことは、12の 主体部全てについて鉄釘が 1点 も出土 しなかった事で

ある。 3号墳で棺痕跡が明らかになったように、確実に棺は使用されているのにもかかわらず

鉄釘が出上しないということは、組み合わせ式の本棺とすることができよう。さらに、 4号墳

主体部で側板側に石力緋寸に配されていたが、これは組み合わせ式木棺の側板をささえるための

ものと考えられる。同様の手法は津山市大畑 1号墳 (註 5)等にもみられる。

次に、主体部の主軸方向についてみてみよう。 1号墳～ 9号墳の計12主体の内、 5号墳第 1

主体の竪穴式石室だけが方向を異にする。他の主体は竪穴式石室、本棺直葬を問わずほぼ北西

～南東方向に主軸がむくが、5号墳第 1主体だけはこれらに直交するような方向をとっている。

細かくみれば東西方向の一群 もそれぞれ異なるが、 3号墳、 4号墳、 6号墳、 7号墳、 8号墳

9号墳の各主体部はN-50° ～60° 一Wの範囲にほぼおさまるものであリー定の秩序を保っている

主体部の遺物について

主体部は前述のように竪穴式石室と木棺直葬の二種があるが、竪穴式石室は完存するものが

なく、遺物の配置状況については多 くを語ることができない。従って、ここでは木棺直葬例に

限って遺物の出上位置による検討をしてみたい。

まず最初に、構外遺物と棺内遺物に分ける必要があろう。 4号墳、 6号墳、 7号墳、 8号墳

第 1主体、 9号墳第 1主体を検討 してみよう。これらの各主体は全 く同様の遺物配置を示 して

いる。すなわち、足元方向に須恵器、土師器等の土器類を一括 して置き、頭位方向には土器類

が一切ないということである。木棺直葬式例によくみられる杯を枕に転用するということも採

用されていない。さて、これらの遺物であるが、 4号墳を例に考えてみよう。 4号墳には27イロ

体の須恵器が置かれていた。この配置状態をよく観察すると、小日の北側コーナー部分に相当

する箇所が直角になっていた。この事は棺を置いた後、小日側 と側板側に須恵器を配した結果

と考えられる。このことから一括の土器は棺外とすることができよう。では棺内の配置状況は

どうであろうか。 4号墳では一括遺物の反対側から金環、玉類が出土 していることから頭位方

向は南東方向であることは容易に判断できる。他の古墳も同様の方向であることは間違いない。

その場合、左手の配置に鉄刀が (7号墳、 9号墳)、 胸部付近に刀子が (4号墳、 8号墳第 1主

体)それぞれ配される。以上、まとめると棺内には金乗、玉類の装身具 (4号墳だけ)、 刀子と

鉄刀の類だけということになる。そ紀と、 4・ 9号墳の鉄津ということになる。他に、土器類

以外の棺外遺物には 6号墳の鉄鎌、鉄斧、ノミ、鉄津、 7号墳の鉄鎌、鉄鏃、鉄斧、 9号墳の

鉄鏃、ノミがある。
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3号墳の鉄製品は棺痕跡が確認できたため、いずれも棺内である。 しかし、ここで指摘 して

おかなければならないことは、頭位方向、鉄剣の配置状況は他の古墳と同じでありながら唯一

主体部に土器類を伴わなかったことである。

次に、土器類以外の遺物の組成について、 1号墳、 3号墳、 4号墳、 5号墳第 1主体、 6号

墳、 7号墳、 8号墳第 1主体、 9号墳第 1主体を取 り上げ検討することにする。まず、刀剣類

であるが、 6号墳を除き他は全て鉄刀、鉄剣、刀子のいずれか、あるいは複数をもつ。このこ

とは本古墳群に限らず、古墳の埋葬施設には基本的にみられる共通理解であろう。剣は 3号墳

5号墳、刀は 7号墳、 9号墳から出土 している。他は刀子だけである。馬具をもつものは 3号

墳だけである。装身具は4号墳、 5号墳第 1主体、工具をもつものは5号墳第 1主体、 6号墳、

7号墳、 9号墳である。農具は 5号墳第 1主体、 6号墳、 7号墳である。これらを農具と工具

についてまとめると、共有するもの 2、 農具だけももの 1、 工具だけのもの 1、 どちらももた

ないもの 4主体 ということになる。さらに紡錘車を伴うものは 8号墳第 1主体 と9号墳第 3主

体がある。また、鉄滓を伴うものには 4号墳、 5号墳第 1主体、 6号墳、 9号墳がある。これ

らの遺物の組み合わせを考えると多種多様の組み合わせが考えられ、副葬品による被葬者の生

業の特定はしにくいという結論に達する。

古墳の築造時期について

古墳の年代を決定する際には編年が最 も進んでいる須恵器が用いられることが多い。本古墳

群についても須恵器を中心にし、必要に応 じて他の遺物についてもふれることにする。

まず、杯の口径 。器高についてみた場合、大きく2つのグループに分けることができる。そ

れは、日径13cm前後、器高 5 cm前後の一群 と日径12cm前後、器高4.5cm前 後の一群である。各主

体部ごとに細かくみればイ団体差があり多様であるが、巨視的にみれば大きいグループ、小さい

グループに傾向として大別 してさしつかえない。各主体部ごとにグルーピングをすると、前者

の大 きい一群に属するものは 5号墳第 1主体、 6号墳、 7号墳、 8号墳第 1主体、 9号墳第 1

主体 となる。後者の小さい一郡に属すものは 2号墳、 3号墳、 4号墳、 8号墳第 2主体、 9号

墳第 2～ 5主体 となる。 1号墳には杯が伴出していないため不明。 5号墳第 2主体のものは、

これらの一群より明らかに後出のものである。さて、各群の特徴の相異点についてみてみよう。

蓋あるいは身の外面のヘラ削 りであるが、月ヽさいものは天丼部なり、底部から3分の 1位まで

が多い。 2分の 1ま で及ぶものも例外的に認められる。一方、大きいものは基本的に 2分の 1以

上に及ぶ。それ以下のものも若千認められる。この点が最 も大きな相違点である。次に、傾向と

して、小さいものは天丼部なり、底部が丸味をおびるのに対 し、大きいものではやや扁平にな

ることが↓旨摘できる。5号墳第 2主体のものは身日縁端部が九 くおさまる。蓋の天丼部と口縁部

を画する張 り出しが鈍いなど全体的にシャープさに欠ける。これらの特徴を田辺編年に求める

と、大 きい一群がT K23、 小さい一群がT K47、 5号墳第 2主体がMT15に、中オ寸編年 (註 6)
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では I型式 4段階、 I型式 5段階、H型式 1段階にそれぞれ対応するものと考えられる。そし

て、実年代は大きい一群が 5世紀末頃、小さい一群が 6世紀初頭、 5号墳第 2主体が 6世紀前

半頃という年代観が得られよう。

次に、刀剣について考えてみよう。本古墳群の中で剣をもつものは 3号墳と5号墳である。

6号墳を除き、他は刀である。このことは 6世紀の段階になると剣は姿を消すということが一

般的に‡旨摘されている (kL 7)が 、須恵器の編年でも明らかなように本古墳群が 6世紀前後に

位置することが剣からも考えられる。もう1点、ハニワの問題がある。ハニワは 4号墳にだけ

3個配置されていた。このハニワには須恵質と土師質の 2種があり、須恵質のものは朝顔形で

タテハケを基本とするが部分的にヨコハケも共存する。上師質のものは円筒でヨコハケである。

タガは 退化 してどちらも扁平である。これらのハニワは何か異質な感 じがあり、違和感を感

じるが、あえて川西編年 (註 8)に あてはめるならばⅣ期の終わりからV期の初め頃になろう。

年代的には 6世紀初頭を前後する時期であり、須恵器の編年とも符号する。

1号墳は須恵器の良好な資料がないため、須恵器による編年はできない。 しかし、時期を知

る手がかりとして鉄鏃がある。 1号墳からは 5本の鉄鏃が出土 したが、長頸鏃 と平根式が共存

している。他の古墳は全て長頸鏃である。長頸鏃は 5世紀中頃から出現 し、逆に平根式は長頸

鏃の出現をもって除々に減少 し、 5世紀後半頃には姿を消すと考えられている (註 9)。 1号

墳の鉄鏃はこの時期にほぼ相当するものであり、鉄鏃でみる限りでは本古墳群中では古い時期

に属す。それに前述 したが竪穴式石室の角礫使用の面からもそのことが補強できよう。

さて、以上のような各主体部の時期をもとに築造順序を整理すると、本古墳群は 2期にわた

って形成されたことになる。まず最初に 1号墳、 5号墳、 6号墳、 7号墳、 8号墳、 9号墳が

ほぼ同一時期を共有 しながら成立 したことになる。立地をみれば 1号墳を除き、他は丘陵の先

端部にまとまって位置している。次に 2号墳、 3号墳、 4号墳が同じように築造され、全ての

墳丘が成立 し古墳群が確立される。この際、新たに墳丘を形成せず追葬 という形で 8号墳と9

号墳に埋葬される例 も採用されている。この違い、すなわち新たに墳丘を築 く被葬者と既存の

古墳に追葬される被葬者の違いをどのように理解するのかについては様々な構図が考えられる

が、現在は明確な見解をもちあわせていない。その後、 5号墳に 1度だけ追葬が行われ、本古

墳群の全て埋葬が終了することになる。

以上、紙数の関係で多 くを語ることは許されないが、古式段階での古墳群の形成に費やされ

る時間よりも、 1古墳内の追葬にかかる時間の方が幅があるという指摘 (註10)を再劇実証 し

てまとめとする。

弥生時代の調査

各遣構の時期と集落について
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長畝山北古墳群で検出された弥生時代の遺構は、住居址 6軒、建物址 1軒、土羨 3基を数え

る。本調査は発掘区が限られたものであったため、集落の全容が必ずしも明らかになうたとは

言いがたいが、得られた事実関係をもとに各遺構について若千の考察を試みたい。いずれの遺

構からも土器片が出土 しており、それらはすべて後期前葉に属する。このうち住居址 4と 住居

址 5の関係から住居址間の距離を考慮 した場合、同時併存は当然あり得ない。 (註 1)。 さらに

住居址 2の床溝は住居址 3に よって明らかに切 られており、この点からも先と同様のす旨摘がで

きるであろう。 したがって弥生時代の遺構については、少なくとも2時期区分が可能であり、

この傾向は出土土器にも反映されている。

まず住居址 2・ 5。 6-1(註 12)の 3軒が同時併存 したと考えられる。この 3軒から出土

した土器は、共通 して後期前葉のうちでもやや古めの様相を呈する。中でも高杯形土器の杯部

形態や脚部外面を飾る櫛描文は、この時期の特徴を顕著に示すものである。次の時期になると、

住居址 1・ 3・ 4・ 6-2を 中心としたものへと移っていく。その変化は出土した器台形土器・

高杯形土器に頭者に現れている。高杯形土器には前述のタイプに加えて、やや深めの受け部か

ら斜め上方にひらき、端部は面をもたずまるくおさめる、いわゆる上東式にみられるものが目

立つようになる。また器台形土器の口縁部には一様に鋸歯文をめぐらす等、装飾性の強いこと

もこの一群の特徴 といえよう。後期前棄のやや新 しい様相が看取できる。一方、住居址では 7

本柱、 8本柱 と大形の住居が目立つようになってくる。

建物址 1が位置する地点では、周辺からも多数のピットが検出されており、さらに建物が増

える可能性 も考えられる。建物址 1出上の土器片は、時期を決定するには極めて微量であるが、

後期前葉の住居址群に伴う建物であることは確実であろう。

3基の上墳からは比較的多量の上器片が出土 した。特に土墳 1では流水文を施 した鉢形土器

が出土 しており、これについては後に若千の考察を加える。いずれの上羨 も後期前葉に属する

ものである。

以上、長畝山北古墳群の弥生時代の遺構について述べた。周辺の遺跡で同じく後期前葉に属

するものとして小原遺跡 (註13)等が輩げられる。

土壊 1出 上の流水文土器について

後期前葉に属する土羨 1か ら、流水文で器面を飾る鉢形土器が出土 した。この時期まで流水

文が残る例は、県内はもとより全国でも非常に珍 しい。

従来、流水文は弥生時代中期前半の上器の標式となる畿内地方に特有の文様であった。前期

末に箆描で若千描かれていたものが櫛描の流水文となり、やがて中期末から後期、凹線文の出

現により衰退すると一般に考えられている。 (註14)

さらに流本文は、銅鐸を飾る文様 としてもよく知られており、その最盛期は中期前半と、土

器を節る流水文のそれと期を一つにする。 (註 15)
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第86図 土羨 1出上流本文土器拓影

岡山県内で銅鐸の出土 した遺跡は20遺跡25例 を数えるが (註 16)、 中でも岡山市高塚遺跡から

出土 した 1例は興味深い (註 17)。 この銅鐸は後期前半の集落の一部をなす貯蔵穴群の一画で出

土 した。それは埋納土羨の中に横位に鰭を垂直にした状態で検出された点、銅鐸の中から後期

初頭の土器片が出土 した点から、埋納時期を後期初頭に限定できる。 しかしながら、銅鐸の型

式は体部に流水文を施す中期の特徴を色濃 く示 している。この矛盾は、中期に製作された銅鐸

が伝世 し、後期初頭に埋納されたと理解することによって解消されよう。

このことから、中期の流水文が、 しばしば後期初頭の弥生人の目に触れる文様であったこと

が想像できるわけだが、今回土羨 1か ら出土 した鉢形土器はこれを裏付ける良好な資料 と言え

るだろう。この資料は、器形や同土羨から出土 した他の土器片から後期前葉の位置づけがなさ

れるにもかかわらず、その表面を飾る文様は中期の流本文である。後期初頭に製作された土器

に、人々が見聞きして伝えた優美な流水文で器面を飾る。これは同時に、外面全体に赤色顔料

を塗布する等、この上器が極めて特別の意味あいを有することとも無関係ではあるまい。土器

の形 と文様は、器の用途とその製作技術、さらには当時の社会や集団関係の変化を敏感に反映

するものであるが、今回の発見はこれらの認識をさらに深める上で極めて興味深いものと言え

るだろう。

(註 1)河本 清「六ッ塚古墳群」『岡山県史考古資料』 1986年

(註 2)中山俊紀『才ノ蛤古墳群』 津山市教育委員会 1988年

(註 3)保田義治『茶山古墳群』 津山市教育委員会 1989年

(註 4)田辺昭三『須恵器大成』 角川書店 1981年

(註 5)津山市教育委員会が発掘調査 と実施。 報告書末刊 1981年

(註 6)中本寸 浩 啄Π泉陶邑窯の研究』 柏書房1981年

(註 7)橋本博文「百練の利刀を賜う」『古墳時代の工芸』 講談社 1990年

(註 8),II西宏幸「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』 第64巻第 2号 1978年

(註 9)月 林ヽ謙―「弓矢と甲冑の変遷」『古代史発掘』 第 6巻講談社 1975年

(註10)今井 尭「原始社会から古代国家の成立へ」『津山市史』 第 1巻  1972年
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(註11)藤田憲司「単位集団の居住領域一集落研究の基礎作業 として」『考古学研究』31巻 2号

1984年、都出比呂志『日本農耕社会の成立過程』岩波書店

住居址 4と 5は切 り合っているため、同時併存はあり得ない。

(註12)住居址 6は本文中でも述べたように、柱穴、壁体溝のあり方から2時期に区分される。

出土土器は少量であるが、これらすべてが後期のうちでも前葉の新段階以前に限られ

るため、この 2時期をそれぞれ6-1(4本柱住居)、 6-2(7本柱住居)と して、他の

住居との併行関係を考えることにする。

(註13)行田裕美、小郷利幸、木村祐子『小原遺跡』津山市教育委員会1991年

(註14)坪井清足「弥生」『陶磁大系』 2 1969年 平九社

(註15)田 中 琢「鐸・貪1・ 鏡」『日本原始美術大系』 4 1977年  講談社

(註 16)『 岡山県史』第 2巻 原始・古代 1 1991年 山陽新聞社

(註 17)岡本寛久他「高塚遺跡121フ ロヤ調査区 1区」『岡山県埋蔵文化財報告』20 1990年
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9号噴出土子持嗽

土壌 1出土流水文土器
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